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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレームレート、解像度、及び符号化方式の内の少なくともいずれかを規定するＶｉｄ
ｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅを変更するための命令を、ネットワークを介して外部装置
から受信する通信手段と、
　前記通信手段によって受信された命令に応じて、第１のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍ
ｏｄｅから、前記第１のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅとは異なる第２のＶｉｄｅ
ｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅへ変更する場合に、再起動処理を実行するとともに、前記通
信手段から前記外部装置へ所定の通知を送信させ、
　前記通信手段によって受信された命令に応じて、前記第１のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ
　Ｍｏｄｅから、前記第１及び第２のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅとは異なる第
３のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅへ変更する場合には、前記再起動処理を実行し
ない制御を行う
制御手段と
　を有し、
　前記制御手段は、前記外部装置からの要求に応じて、前記第２のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒ
ｃｅ　Ｍｏｄｅが前記再起動処理を実行する対象であることを示す情報と、前記第３のＶ
ｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅが前記再起動処理を実行する対象ではないことを示す
情報とを、前記通信手段から前記外部装置へ送信させる
ことを特徴とする通信装置。
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【請求項２】
　前記Ｖｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅは、フレームレートの最大値を規定する情報
である
　ことを特徴とする請求項１記載の通信装置。
【請求項３】
　前記Ｖｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅは、解像度の最大値を規定する情報である
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記Ｖｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅは、使用可能な符号化方式を規定する情報で
ある
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項５】
　前記Ｖｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅは、解像度の選択肢を規定する情報である
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項６】
　前記Ｖｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅは、ＦｒａｍｅＲａｔｅＬｉｍｉｔの設定可
能な範囲を規定する情報である
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項７】
　前記Ｖｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅは、Ｖｉｄｅｏ　Ｅｎｃｏｄｅｒ　Ｃｏｎｆ
ｉｇｕｒａｔｉｏｎにおけるパラメータを規定する情報である
　ことを特徴とする請求項１～６のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記Ｖｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅは、Ｖｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅにおけるパラ
メータを規定する情報である
　ことを特徴とする請求項１～７のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項９】
　前記Ｖｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅは、Ｖｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅにおけるパラ
メータと、Ｖｉｄｅｏ　Ｅｎｃｏｄｅｒ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎにおけるパラメー
タとの組み合わせを示す情報である
　ことを特徴とする請求項１～８のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項１０】
　前記制御手段は、前記制御手段によって前記再起動処理が実行される場合に、更に、前
記通信手段から前記外部装置へネットワーク離脱通知を送信させる
　ことを特徴とする請求項１～９のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項１１】
　前記制御手段は、前記Ｖｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅを変更する場合であって、
変更後のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　ＭｏｄｅがＶｉｄｅｏ　Ｅｎｃｏｄｅｒ　Ｃｏｎｆ
ｉｇｕｒａｔｉｏｎと整合しない場合、Ｖｉｄｅｏ　Ｅｎｃｏｄｅｒ　Ｃｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎを変更する
　ことを特徴とする請求項１～１０のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項１２】
　前記命令は、ＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅである
　ことを特徴とする請求項１～１１のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項１３】
　前記制御手段は、前記再起動処理として、前記通信手段を前記ネットワークから離脱さ
せた後に前記ネットワークに再接続させる
　ことを特徴とする請求項１～１２のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項１４】
　前記所定の通知は、前記ネットワークに接続したことを示す通知である
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　ことを特徴とする請求項１～１３記載の通信装置。
【請求項１５】
　前記所定の通知は、前記Ｖｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅの変更に応じた通知であ
る
　ことを特徴とする請求項１～１４記載の通信装置。
【請求項１６】
　前記通信装置は、前記Ｖｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅが設定される撮像装置であ
る
　ことを特徴とする請求項１～１５のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項１７】
　撮像手段を有し、
　前記制御手段は、前記撮像手段によって撮像されるビデオストリームを前記通信手段か
ら送信させ、
　前記制御手段は、前記命令が受信されると、前記通信手段による前記ビデオストリーム
の送信を停止させる
　ことを特徴とする請求項１～１６のいずれか１項に記載の通信装置。
【請求項１８】
　前記制御手段は、前記撮像装置の設定値が所定の設定値に変更される場合に前記再起動
処理を行う
　ことを特徴とする請求項１６記載の通信装置。
【請求項１９】
　前記所定の設定値は、所定の解像度である
　ことを特徴とする請求項１８記載の通信装置。
【請求項２０】
　前記所定の設定値は、所定のフレームレートである
　ことを特徴とする請求項１８記載の通信装置。
【請求項２１】
　前記所定の設定値は、所定の符号化形式である
　ことを特徴とする請求項１８記載の通信装置。
【請求項２２】
　前記ネットワーク離脱通知はＢｙｅである
　ことを特徴とする請求項１０記載の通信装置。
【請求項２３】
　前記ネットワークに接続したことを示す通知はＨｅｌｌｏである
　ことを特徴とする請求項１４記載の通信装置。
【請求項２４】
　フレームレート、解像度、及び符号化方式の内の少なくともいずれかを規定するＶｉｄ
ｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅを変更するための命令を、ネットワークを介して外部装置
から受信する受信工程と、
　前記受信工程において受信された命令に応じて、第１のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍ
ｏｄｅから、前記第１のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅとは異なる第２のＶｉｄｅ
ｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅへ変更する場合に、再起動処理を実行するとともに、前記外
部装置へ所定の通知を送信させ、前記受信工程において受信された命令に応じて、前記第
１のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅから、前記第１及び第２のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕ
ｒｃｅ　Ｍｏｄｅとは異なる第３のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅへ変更する場合
には、前記再起動処理を実行しない制御を行う制御工程と、
　前記外部装置からの要求に応じて、前記第２のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅが
前記再起動処理を実行する対象であることを示す情報と、前記第３のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕ
ｒｃｅ　Ｍｏｄｅが前記再起動処理を実行する対象ではないことを示す情報とを、前記外
部装置へ送信する送信工程と
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を有することを特徴とする通信方法。
【請求項２５】
　請求項１～２３のいずれか１項に記載の通信装置の各手段としてコンピュータを機能さ
せることを特徴とするプログラム。
【請求項２６】
　フレームレート、解像度、及び符号化方式の内の少なくともいずれかを規定するＶｉｄ
ｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅが設定される撮像装置であって、
　前記Ｖｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅを変更するための命令を、ネットワークを介
して外部装置から受信する通信手段と、
　前記通信手段によって受信された命令に応じて、第１のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍ
ｏｄｅから、前記第１のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅとは異なる第２のＶｉｄｅ
ｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅへ変更する場合に、再起動処理を実行するとともに、前記通
信手段から前記外部装置へ所定の通知を送信させ、
　前記通信手段によって受信された命令に応じて、前記第１のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ
　Ｍｏｄｅから、前記第１及び第２のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅとは異なる第
３のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅへ変更する場合には、前記再起動処理を実行し
ない制御を行う
　制御手段と
　を有し、
　前記制御手段は、前記外部装置からの要求に応じて、前記第２のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒ
ｃｅ　Ｍｏｄｅが前記再起動処理を実行する対象であることを示す情報と、前記第３のＶ
ｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅが前記再起動処理を実行する対象ではないことを示す
情報とを、前記通信手段から前記外部装置へ送信させる
　ことを特徴とする撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、受信装置へ撮像画像を送信する撮像装置において、外部機器から撮像装置に対し
て設定変更や、画像の配信の開始を指示するコマンド群が実装されている。
【０００３】
　例えば、ＯＮＶＩＦ（Ｏｐｅｎ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｖｉｄｅｏ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ　
Ｆｏｒｕｍ）により策定された規格により定義されるコマンド群が知られている（例えば
、非特許文献１）。
【０００４】
　撮像装置に対するコマンドとして、例えば、撮像装置の撮像部に対して、所定の解像度
の画像データの生成を指示するコマンドが含まれる。
【０００５】
　また例えば、撮像部が生成した画像データを符号化する符号化部に対して、所定の解像
度の画像データの生成を指示するコマンドが含まれる。
【０００６】
　また従来、撮像画像の伸長、圧縮を制御する制御部を有する撮像装置が知られている（
例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】ＯＮＶＩＦ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．
ｏｖｎｉｆ．ｏｒｇ／ｓｐｅｃｓ／ＤｏｃＭａｐ．ｈｔｍｌ）
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【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００５－３２３００７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、撮像部が生成する画像データの設定値と、符号化部が生成する画像デー
タの設定値のうち一方が変更されると、両者の組み合わせに不整合が生じ、画像データの
生成が行えなくなる場合がある。
【００１０】
　例えば、撮像部が出力する画像データの解像度が１６００ｘ１２００ピクセル（縦横比
＝４：３）であり、符号化部が出力する画像データの解像度が１２８０ｘ１０２４ピクセ
ル（縦横比＝４：３）とする。
【００１１】
　ここで外部機器からコマンドを受信し、撮像部が出力する画像データの解像度が１９２
０ｘ１０８０（ＦｕｌｌＨＤ、縦横比＝１６：９）に変更された場合、撮像部が出力する
画像データの解像度と符号化部が出力する画像データの解像度に不整合が生じる。すなわ
ち、撮像部から縦横比が１６：９の画像データが符号化部に出力される。一方、符号化部
が出力する画像データの解像度は、縦横比が４：３に設定されている。したがって、符号
化部に入力される画像データの縦横比と、符号化部が出力すべき画像データの縦横比に不
整合が生じる。このような場合、符号化部は画像データを生成できなくなってしまう。
【００１２】
　そこで、このような不整合を解消するため、撮像装置が、符号化部が出力する画像デー
タの縦横比の設定を４：３から１６：９に変更することが考えられる。しかしこのように
撮像装置自身が設定を変更すると、撮像装置に接続されている外部機器が保持している設
定値との不整合が生じ、外部機器からの設定変更が正常に行えなくなる。すなわち、撮像
装置とクライアントとの間で、監視カメラの撮像部に対する設定値、及び、符号化部に対
する設定値が整合しなくなるという課題がある。
【００１３】
　例えば、撮像装置の撮像部が出力する画像データの解像度、及び、符号化部が出力する
画像データの解像度が縦横比が４：３に設定されているとする。このとき、撮像装置に接
続された外部機器では、符号化部が出力する画像データの解像度は４：３として記憶され
ている。
【００１４】
　撮像部に対するコマンドが外部装置から撮像装置に送信され、撮像装置の撮像部が出力
する画像データの解像度が１６：９に変更されたとする。これに応じて、符号化部が出力
する画像データの解像度を１６：９に撮像装置が変更してしまうと、外部機器が記憶して
いる符号化部の設定と不整合が発生し、解像度の変更が正常に行えなくなる。
【００１５】
　例えば撮像装置の符号化部に対しては１６：９の縦横比の解像度を指示する必要がある
にも関わらず、外部装置では縦横比が４：３の解像度の画像データの出力を撮像装置の符
号化部に指示するためのユーザインタフェースが提示され、解像度の変更が正常に行えな
くなる。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記課題を解決するために、例えば以下の構成を有する。　フレームレート、解像度、
及び符号化方式の内の少なくともいずれかを規定するＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄ
ｅを変更するための命令を、ネットワークを介して外部装置から受信する通信手段と、前
記通信手段によって受信された命令に応じて、第１のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄ
ｅから、前記第１のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅとは異なる第２のＶｉｄｅｏ　
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Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅへ変更する場合に、再起動処理を実行するとともに、前記通信手
段から前記外部装置へ所定の通知を送信させ、前記通信手段によって受信された命令に応
じて、前記第１のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅから、前記第１及び第２のＶｉｄ
ｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅとは異なる第３のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅへ
変更する場合には、前記再起動処理を実行しない制御を行う制御手段とを有し、前記制御
手段は、前記外部装置からの要求に応じて、前記第２のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏ
ｄｅが前記再起動処理を実行する対象であることを示す情報と、前記第３のＶｉｄｅｏ　
Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅが前記再起動処理を実行する対象ではないことを示す情報とを、
前記通信手段から前記外部装置へ送信させる。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、撮像装置とクライアントとの間で設定値が整合するようにすることが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】実施例１にかかる送受信システムの構成を示す図。
【図２】実施例１にかかる送信装置及び受信装置の構成を示す図。
【図３】送信装置が保持するパラメータの例を示す図。
【図４】送信装置の撮像部に対する設定と符号化部に対する設定の対応関係の例を示す図
。
【図５】実施例１における送信装置と受信装置の間のコマンドシーケンスを示す図。
【図６】実施例１における送信装置の動作を示すフローチャート図。
【図７】実施例１におけるクライアントに表示されるユーザインタフェースの第１の例を
示す図。
【図８】実施例２における送信装置と受信装置の間のコマンドシーケンスを示す図。
【図９】実施例２における送信装置の動作を示すフローチャート図。
【図１０】実施例３における送信装置と受信装置の間のコマンドシーケンスを示す図。
【図１１】実施例３における送信装置の動作を示すフローチャート図。
【図１２】実施例１におけるクライアントに表示されるユーザインタフェースの第２の例
を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を添付の図面を用いて詳細に説明する。
【００２０】
　（実施例１）
　図１（ａ）は本実施例における監視カメラ１０００（送信装置）を示す図である。パン
機構１１０１は監視カメラ１０００の撮像系の向きをパン方向に変更する機構である。ま
た、チルト機構１１０２は監視カメラ１０００の撮像系の向きをチルト方向に変更する機
構である。また、ズーム機構１１０３は監視カメラ１０００の撮像系のズーム倍率を変更
する機構である。本発明において、パン機構１１０１、チルト機構１１０２、及びズーム
機構１１０３は必須の構成ではない。
【００２１】
　図１（ｂ）は、監視カメラ１０００を含む通信システムの構成図である。監視カメラ１
０００とクライアント２０００（受信装置）は、ＩＰネットワーク網１５００を介して相
互に通信可能な状態に接続されている。クライアント２０００は、監視カメラ１０００に
対して、後述する撮像パラメータ変更や雲台駆動、映像ストリーミング開始等の各種コマ
ンドを送信する。監視カメラ１０００は、それらのコマンドに対するレスポンスや映像ス
トリーミングをクライアント２０００に送信する。
【００２２】
　図２は、監視カメラ１００の構成を示す図である。
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【００２３】
　制御部１００１は、図２に示した監視カメラ１０００の各構成の制御を行う。制御部１
００１は、例えばＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）等により
構成される。
【００２４】
　制御部１００１は、後述するように、撮像部１００３が生成する撮像データを所定の設
定値（例えば、所定の解像度、所定のフレームレート、又は、所定の符号化形式）とする
場合に監視カメラ１０００の再起動処理を行う。
【００２５】
　また制御部１００１は、後述するように、クライアント２０００からの命令に応じて、
符号化部１００４が生成する画像データの解像度、フレームレート、又は、符号化形式の
うち少なくともいずれかの設定値を更新する制御を行う。
【００２６】
　また制御部１００１は、後述するように、クライアント２０００からの命令に応じて、
撮像部１００３が生成する画像データの解像度、フレームレート、又は、符号化形式のう
ち少なくともいずれかの設定値を更新する制御を行う。
【００２７】
　記憶部１００２は、主に制御部１００１が実行するプログラム格納領域、プログラム実
行中のワーク領域、後述する撮像部１００３が生成する画像データの格納領域等、様々な
データの格納領域として使用される。
【００２８】
　撮像部１００３は、撮像データを生成する。撮像部１００３は、被写体を撮影して取得
したアナログ信号をデジタルデータに変換し、撮像画像として記憶部１００２に出力する
。撮像部１００３は、出力する画像データの解像度、フレームレート、及び使用可能な符
号化方式の設定モード（ＶｉｄｏｅＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅ）を複数サポートする。このＶ
ｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅは、後述のＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマン
ドによって切り換えが可能である。
【００２９】
　符号化部１００４は、撮像部１００３が生成した撮像データを符号化して画像データを
生成する。符号化部１００４は、撮像部１００３が出力した撮像画像に対してＪＰＥＧ或
いはＨ．２６４等の形式に基づき符号化処理を行う。符号化処理された画像データは、記
憶部１００２に出力される。符号化部１００４が出力する画像データの解像度の種類には
、撮像部１００３の各モードとの間に、後述する図４に示すような対応関係が存在する。
【００３０】
　通信部１００５は、各制御コマンドを外部機器から受信する。また通信部１００５は、
各制御コマンドに対するレスポンスを外部機器へ送信する。
【００３１】
　通信部１００５は、後述するように、撮像部１００３が生成する撮像データの解像度、
フレームレート、又は、符号化形式のうち少なくともいずれかの設定値を設定する命令を
クライアント２０００から受信する。設定値として、撮像部１００３が撮像データを生成
するための複数サイズの解像度、フレームレートの範囲、又は、複数種類の符号化形式を
含むことができる。
【００３２】
　また、通信部１００５は、符号化部１００４が生成する画像データの解像度、フレーム
レート、又は、符号化形式のうち少なくともいずれかの設定値を設定する命令をクライア
ント２０００から受信する。設定値として、符号化部１００４が画像データを生成するた
めの複数サイズの解像度、フレームレートの範囲、又は、複数種類の符号化形式を設定す
ることができる。
【００３３】
　また、通信部１００５は、符号化部１００４が生成する画像データの解像度、フレーム
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レート、又は、符号化形式のうち少なくともいずれかの設定を監視カメラが自動的に更新
したことを示す更新通知をクライアント２０００に送信する。
【００３４】
　また、通信部１００５は、撮像部１００３が生成する撮像データの解像度、フレームレ
ート、又は、符号化形式のうち少なくともいずれかの設定を監視カメラ１０００が自動的
に更新したことを示す更新通知をクライアント２０００に送信する。
【００３５】
　撮像制御部１００６は、制御部１００１が入力するパン角度、チルト角度、ズーム倍率
の値に従って、チルト機構１１０２、パン機構１１０１、及びズーム機構１１０３を制御
する。また撮像制御部１００６は、制御部１００１の問い合わせに応じて、現在のパン角
度値、チルト角度値、ズーム倍率値を提供する。
【００３６】
　以上、図２を参照し監視カメラ１０００の構成について説明したが、図２に示す処理ブ
ロックは、本発明におけるセキュリティカメラの好適な実施例の一例を説明したものであ
りこの限りではない。音声入力部を備える、或いは撮像制御部を取り除くなど、本発明の
要旨の範囲内で、種々の変形及び変更が可能である。
【００３７】
　次に、本実施例にて使用するコマンド、パラメータ等の名称と内容を以下に説明する。
【００３８】
　図３は、本実施例における監視カメラ１０００が保持するパラメータの構造を図示して
いる。
【００３９】
　ＭｅｄｉａＰｒｏｆｉｌｅ６１００は、監視カメラの各種設定項目を関連づけて記憶す
るためのパラメータセットである。ＭｅｄｉａＰｒｏｆｉｌｅ６１００は、ＭｅｄｉａＰ
ｒｏｆｉｌｅ６１００のＩＤであるＰｒｏｆｉｌｅＴｏｋｅｎを含む。また、Ｍｅｄｉａ
Ｐｒｏｆｉｌｅ６１００は、ＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ（以下
、ＶＳＣ）６１０２、ＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ（以下、Ｖ
ＥＣ）６１０３、ＰＴＺＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ６１０４を含む。さらにＭｅｄｉａ
Ｐｒｏｆｉｌｅ６１００は、音声のエンコーダ等を含む各種設定項目へのリンクを保持す
る。
【００４０】
　ＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅ６１０１とは、監視カメラが備える１つの撮像部１００３の性
能を示すパラメータの集合体である。ＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅ６１０１は、ＶｉｄｅｏＳ
ｏｕｒｃｅ６１０１のＩＤであるＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＴｏｋｅｎと、撮像部１００３
が出力可能な画像データの解像度を示すＲｅｓｏｌｕｔｉｏｎを含む。
【００４１】
　ＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅ６１０１は、出力可能な画像データの最大解像度、フレームレ
ート、及び使用可能な符号化方式を含むＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅ（以下、ＶＳＭ
）を複数サポートする。このＶＳＭは、ＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマンド
によって切り替えが可能である。ＶＳＭの詳細は後述する。
【００４２】
　ＶＳＣ６１０２は、監視カメラが備えるＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅ６１０１をＭｅｄｉａ
Ｐｒｏｆｉｌｅ６１００に関連付けるパラメータの集合体である。ＶＳＣ６１０２は、Ｖ
ｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅ６１０１が出力する画像データのうち、どの部分を切り出して配信
画像とするかを指定するＢｏｕｎｄｓを含む。
【００４３】
　ＶＥＣ６１０３は、画像データの符号化に関するエンコーダ設定をＭｅｄｉａＰｒｏｆ
ｉｌｅ６１００に関連付けるパラメータの集合体である。
【００４４】
　監視カメラ１０００の撮像部１００３は、ＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅ６１０１、及びＶＳ
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Ｃ６１０２の内容に基づいて画像データを出力する。符号化部１００４は、撮像部１００
３から出力された画像データを、ＶＥＣ６１０３内に設定される符号化方式（例えばＪＰ
ＥＧやＨ．２６４）、フレームレート、或いは解像度等のパラメータに従って符号化する
。通信部１００５は、符号化部１００４が符号化した画像データを配信画像としてクライ
アント２０００に配信する。
【００４５】
　ＶＥＣ６１０３は、ＶＥＣ６１０３を識別するためのＩＤであるＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄ
ｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＴｏｋｅｎを含む。またＶＥＣ６１０３は、符号化方式
を指定するＥｎｃｏｄｉｎｇ、出力画像の解像度を指定するＲｅｓｏｌｕｔｉｏｎを含む
。さらにＶＥＣ６１０３は、符号化品質を指定するＱｕａｌｉｔｙ、出力画像の最大フレ
ームレートを指定するＦｒａｍｅｒａｔｅＬｉｍｉｔ、及び最大ビットレートを指定する
ＢｉｔｒａｔｅＬｉｍｉｔを含む。
【００４６】
　ＰＴＺＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ６１０４は、監視カメラ１０００のパン機構１１０
１、チルト機構１１０２、及びズーム機構１１０３に関する設定をＭｅｄｉａＰｒｏｆｉ
ｌｅ６１００に関連付けるパラメータの集合体である。ＰＴＺＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏ
ｎ６１０４は、パン機構、チルト機構、及びズーム機構における実際のパン・チルト角度
値とズーム倍率値を表現する座標系に関する情報を含む。
【００４７】
　図４のテーブルは、監視カメラ１０００がサポートするＶＳＭと、各ＶＳＭと対応する
ＶＥＣ６１０３の設定内容を示している。各ＶＳＭに対応づけられたＶＥＣは、各ＶＳＭ
と整合するＶＥＣである。図４のテーブルは、監視カメラ１００における記憶部１００２
に予め記憶されており、制御部１００１によって随時参照される。
【００４８】
　ＭｏｄｅＮｏ．４０００は、監視カメラ１０００が内部処理で使用するＶＳＭのモード
番号を示している。本例において監視カメラ１０００はＳ１、Ｓ２、及びＳ３の３つのＶ
ＳＭをサポートしている。
【００４９】
　ＭａｘＲｅｓｏｌｕｔｉｏｎ４００１は、各ＶＳＭにおいて撮像部１００３が出力する
最大の解像度を示すパラメータである。
【００５０】
　ＭａｘＦｒａｍｅｒａｔｅ４００２は、各ＶＳＭにおいて撮像部１００３が出力可能な
最大フレームレートを示すパラメータである。
【００５１】
　Ｅｎｃｏｄｉｎｇ４００３は、各ＶＳＭにおいて使用可能なＶＥＣの符号化方式を示す
パラメータである。
【００５２】
　ＲｅｂｏｏｔＦｌａｇ４００４は、各ＶＳＭに切り替えられた際に、撮像部１００３が
再起動を要するかどうかを示すパラメータである。ＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄ
ｅコマンドによってＲｅｂｏｏｔＦｌａｇ４００４がＴｒｕｅであるＶＳＭに切り替えが
発生すると、監視カメラ１０００の再起動処理が発生する。
【００５３】
　これらのパラメータに加えて、ＶＳＭはＥｎａｂｌｅｄフラグを含む。現在撮像部１０
０３に設定されている有効なＶＳＭのＥｎａｂｌｅｄフラグはＴｒｕｅ、それ以外にはＦ
ａｌｓｅが設定される。
【００５４】
　パラメータ４００５から４００７は、ＶＳＭ毎に、外部機器からＳｅｔＶｉｄｅｏＥｎ
ｃｏｄｅｒＣｏｎｆｇｉｕｒａｔｉｏｎコマンドによってＶＥＣ６１０３に設定可能な、
ＶＥＣ６１０３の各パラメータの設定可能範囲、選択肢を示している。
【００５５】
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　選択肢４００５は、符号化方式の選択肢を示している。例えば、ＶＳＭがＳ１である場
合は、Ｈ．２６４のみが符号化方式として選択可能であることを示している。
【００５６】
　このように、撮像データを生成するために設定された符号化方式の選択肢に含まれる符
号化方式となるように、画像データを生成するための解像度が設定される。
【００５７】
　選択肢４００６は、ＶＥＣの解像度（Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ）の選択肢を示している。
図４の例では、ＶＳＭがＳ２の場合、３２００ｘ２４００、２０４８ｘ１５３６、１０２
４ｘ７６８、及び６４０ｘ４８０の解像度が選択可能であることを示している。
【００５８】
　このように、撮像データを生成するために設定された解像度の選択肢に含まれる解像度
となるように、画像データを生成するための解像度が設定される。
【００５９】
　選択肢４００７は、ＶＥＣのＦｒａｍｅｒａｔｅＬｉｍｉｔの設定可能な範囲を示して
いる。例えば、ＶＳＭがＳ３の場合は、１から３０ｆｐｓのＦｒａｍｅｒａｔｅＬｉｍｉ
ｔが指定可能であることを示している。
【００６０】
　このように、撮像データを生成するために設定されたフレームレート以下となるように
、画像データを生成するためのフレームレートが設定される。
【００６１】
　これら４００５、４００６、及び４００７の選択肢は、ＧｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏｎｓコ
マンドに対する応答として、クライアント２０００へ通知される。ここで、ＧｅｔＶｉｄ
ｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＯｐｔｉｏｎｓコマンドは、監視カメラ
１０００の符号化部１００４に対して設定可能な設定値の選択肢の通知を、クライアント
２０００が監視カメラ１０００に要求するためのコマンドである。以下、ＧｅｔＶｉｄｅ
ｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＯｐｔｉｏｎｓコマンドを、ＧｅｔＶＥＣ
Ｏｐｔｉｏｎｓコマンドと表記する。
【００６２】
　図５（ａ）は、監視カメラ１０００とクライアント２０００の間における、設定開始か
ら映像配信までのコマンドシーケンスの例を示している。クライアント２０００から監視
カメラ１０００へ送信されるコマンドと、それに対して監視カメラ１０００がクライアン
ト２０００へ返送するレスポンスのペアのことをトランザクションという。
【００６３】
　イベント７０９８は、ネットワーク加入通知（再接続通知）イベントである。監視カメ
ラ１０００は、本イベントをマルチキャストでネットワークに送信し、接続されている外
部機器に対して、コマンド受け付け可能となったことを示す。
【００６４】
　トランザクション７０９９は、ＧｅｔＳｅｒｖｉｃｅＣａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓコマン
ドのトランザクションである。ＧｅｔＳｅｒｖｉｃｅＣａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓコマンド
は、監視カメラ１０００がサポートする機能を示す機能情報を返送するよう指示するコマ
ンドである。本機能情報には、監視カメラ１０００がＶＳＭの切り替えに対応するどうか
を示す情報が含まれる。
【００６５】
　トランザクション７１００は、ＧｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉ
ｏｎｓコマンドのトランザクションである。このコマンドを監視カメラ１０００に送信す
ることにより、クライアント２０００は、監視カメラ１０００が保持するＶＳＣ６１０２
のリストを取得する（送信手順）。
【００６６】
　トランザクション７１０１は、ＧｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎｓコマンドのトランザクションである。このコマンドを監視カメラ１０００に送信
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することにより、クライアント２０００は、監視カメラ１０００が保持する保持するＶＥ
Ｃ６１０３のリストを取得する（送信手順）。
【００６７】
　トランザクション７１０２は、ＧｅｔＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎｓコマンドのトラン
ザクションである。このコマンドにより、クライアント２０００は、監視カメラ１０００
が保持する保持するＰＴＺＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ６１０４のリストを取得する。
【００６８】
　トランザクション７１０３は、ＣｒｅａｔｅＰｒｏｆｉｌｅコマンドのトランザクショ
ンである。ＣｒｅａｔｅＰｒｏｆｉｌｅコマンドにより、クライアント２０００は、監視
カメラ１０００に新たなＭｅｄｉａＰｒｏｆｉｌｅ６１００を作成し、そのＰｒｏｆｉｌ
ｅＴｏｋｅｎを得る。本コマンド処理後、監視カメラ１０００は、ＭｅｄｉａＰｒｏｆｉ
ｌｅに変更があったことをネットワーク上のクライアントに通知するべくＭｅｄｉａＰｒ
ｏｆｉｌｅの変更通知イベントを送信する。
【００６９】
　トランザクション７１０４は、ＡｄｄＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉ
ｏｎコマンドのトランザクションである。
【００７０】
　トランザクション７１０５は、ＡｄｄｄＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒｔ
ｉｏｎコマンドのトランザクションである。
【００７１】
　トランザクション７１０９は、ＡｄｄＰＴＺＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎコマンドのト
ランザクションである。
【００７２】
　これらのトランザクション７１０４、７１０５、及び、７１０９のコマンドにおいてク
ライアント２０００は、ＭｅｄｉａＰｒｏｆｉｌｅのＩＤを指定する。このようにしてク
ライアント２０００は、指定したＭｅｄｉａＰｒｏｆｉｌｅに所望のＶＳＣ、ＶＥＣ、及
びＰＴＺＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎを関連付けることができる。
【００７３】
　これらのコマンド処理後、監視カメラ１０００は、ＭｅｄｉａＰｒｏｆｉｌｅに何らか
の変更があったことをネットワーク上のクライアントに通知するべくＭｅｄｉａＰｒｏｆ
ｉｌｅの変更通知イベントを送信する。
【００７４】
　トランザクション７１０６は、ＧｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏｎｓコマンドのトランザクショ
ンである。このコマンドにより、クライアント２０００は、ＩＤによって指定したＶＥＣ
において、監視カメラ１０００が受付可能な各パラメータの選択肢や設定値の範囲を取得
する。
【００７５】
　トランザクション７１０７は、ＳｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎコマンドのトランザクションである。このコマンドにより、クライアント２０００
は、ＶＥＣ６１０３の各パラメータを設定する。本コマンド処理後、監視カメラ１０００
は、ＶＥＣに変更があったことをネットワーク上のクライアントに通知するためにＶＥＣ
の変更通知イベントを送信する。
【００７６】
　トランザクション７１１０は、ＧｅｔＳｔｒｅａｍＵｒｉコマンドのトランザクション
である。このコマンドにより、クライアント２０００は、指定したＭｅｄｉａＰｒｏｆｉ
ｌｅの設定に基づいて監視カメラ１０００が配信ストリームを取得するためのアドレス（
例えば、ＵＲＩ：Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を取得す
る。
【００７７】
　トランザクション７１１１は、Ｄｅｓｃｒｉｂｅコマンドのトランザクションである。
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トランザクション７１１０において取得したＵＲＩを使用してこのコマンドを実行するこ
とにより、クライアント２０００は、監視カメラ１０００がストリーム配信するコンテン
ツの情報を要求し取得する。
【００７８】
　トランザクション７１１２は、Ｓｅｔｕｐコマンドのトランザクションである。トラン
ザクション７１１０において取得したＵＲＩを使用してこのコマンドを実行することによ
り、クライアント２０００と監視カメラ１０００の間で、セッション番号を含むストリー
ムの伝送方法が共有される。
【００７９】
　トランザクション７１１３は、Ｐｌａｙコマンドのトランザクションである。トランザ
クション７１１２において取得したセッション番号を使用してこのコマンドを実行するこ
とにより、クライアント２０００は、監視カメラ１０００に対してストリームの開始を要
求する。
【００８０】
　トランザクション７１１４は、配信ストリームである。監視カメラ１０００は、トラン
ザクション７１１３において開始を要求されたストリームを、トランザクション７１１２
において共有された伝送方法によって配信する。
【００８１】
　トランザクション７１１５は、Ｔｅａｒｄｏｗｎコマンドのトランザクションである。
トランザクション７１１２において取得したセッション番号を使用してこのコマンドを実
行することにより、クライアント２０００は、監視カメラ１０００に対してストリームの
停止を要求する。
【００８２】
　トランザクション７１１６は、ネットワーク離脱通知イベント（離脱通知）である。監
視カメラ１０００は、本イベントをマルチキャストでネットワークに送信し、接続されて
いる外部機器に対して、コマンド受け付け不可能となったことを示す。
【００８３】
　図５（ｂ）は、監視カメラ１０００とクライアント２０００の間において、再起動を伴
わないＶＳＭのモード変更を行う場合のコマンドシーケンスを示している。本実施例では
、図４に示した表を参照して、選択するＶＳＭのモードのＲｅｂｏｏｔＦｌａｇ４００４
がＦａｌｓｅである場合に、再起動を伴わずにＶＳＭのモード変更が行われる。すなわち
、選択するＶＳＭのモードに関連付けられた再起動情報が、当該ＶＳＭに変更する際に再
起動を必要としないことを示す場合、以下のコマンドシーケンスによりＶＳＭのモード変
更を行う。
【００８４】
　トランザクション７２００は、ＧｅｔＳｅｒｖｉｃｅＣａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓコマン
ドのトランザクションである。ＧｅｔＳｅｒｖｉｃｅＣａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓコマンド
は、監視カメラ１０００がサポートする機能を示す機能情報を返送するよう指示するコマ
ンドである。本機能情報には、監視カメラ１０００がＶＳＭの切り替えに対応するどうか
を示す情報が含まれる。
【００８５】
　トランザクション７２０１は、ＧｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマンドのトラ
ンザクションである。ＧｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマンドは、クライアント
２０００が指定したＩＤのＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅ６１０１がサポートするＶＳＭのリス
トを返送するよう指示するコマンドである。クライアント２０００は、ＧｅｔＳｅｒｖｉ
ｃｅＣａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓコマンド７２００によって監視カメラ１０００がＶＳＭの
切り替えに対応していると判断した場合に、本コマンドによって監視カメラ１０００のサ
ポートするＶＳＭを取得する。監視カメラ１０００の制御部１００１は、ＧｅｔＶｉｄｅ
ｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマンドを受信すると、記憶部１００２に保存されている図４に
示すＳ１からＳ３の各ＶＳＭのパラメータを取得し、通信部１００５を介してクライアン
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ト２０００に返信する。
【００８６】
　トランザクション７２０２は、ＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマンドのトラ
ンザクションである。ＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマンドは、クライアント
２０００が指定したＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅ６１０１のＶＳＭ（例えば、図４のＳ１から
Ｓ３）を変更するよう指示するコマンドである。監視カメラ１０００の制御部１００１は
、ＶＳＭの切り替え後、ＶＳＭの変更をネットワーク上のクライアントに通知するためＶ
ＳＭ変更通知イベントを送信する。
【００８７】
　トランザクション７２０３は、トランザクション７２０２に示すＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏ
ｕｒｃｅＭｏｄｅの切り替えによってＶｉｄｅｏＳｕｒｃｅＭｏｄｅとの間に発生したＶ
ＥＣの不整合を更新する処理を示している。更新が行われた場合は、監視カメラ１０００
の制御部１００１は、ＶＥＣ変更通知イベントを送信し、ＶＥＣの設定値と、ＶＥＣの設
定値の選択肢の再取得をネットワーク上のクライアントに通知する。
【００８８】
　このように、本実施例にかかる監視カメラ１０００は、撮像部１００３の設定を所定の
ＶＳＭに変更したときに再起動処理を必要しない場合でも、ＶＳＭの変更に伴ってＶＥＣ
を自動的に更新した場合はその旨をクライアント２０００に通知する。
【００８９】
　すなわち、監視カメラ１０００が撮像データを生成するための設定値を設定した場合、
再起動処理を行うか否かに関わらず、クライアント２０００に画像データを生成するため
の設定値（例えば、ＶＥＣ）を取得させるための通知を前記ネットワークを介して行う。
【００９０】
　トランザクション７２０４は、ＧｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏｎｓコマンドのトランザクショ
ンである。また、トランザクション７２０５は、ＧｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎｓコマンドのトランザクションである。トランザクション７２０３
に示すＶＥＣ変更通知イベントを受信したクライアント２０００は、これらのコマンドに
よって、更新されたＶＥＣの設定値と、ＶＥＣの設定値の選択肢を取得する。
【００９１】
　このように、監視カメラ１０００は、ＶＳＭ変更通知を受信したクライアント２０００
から、更新した設定値（ＶＥＣ）の取得要求を受信する。
【００９２】
　図５（ｃ）は、監視カメラ１０００とクライアント２０００の間において、再起動を伴
うＶＳＭのモード変更を行う場合のコマンドシーケンスを示している。
【００９３】
　図５（ｃ）において、トランザクション７２０１以前のトランザクションと、トランザ
クション７２０４以後のトランザクションは図５（ｂ）と同様である。
【００９４】
　本実施例では、図４に示した表を参照して、選択するＶＳＭのモードのＲｅｂｏｏｔＦ
ｌａｇ４００４がＴｒｕｅである場合に、再起動を伴ってＶＳＭのモード変更が行われる
。すなわち、選択するＶＳＭのモードに関連付けられた再起動情報が、当該ＶＳＭに変更
する際に再起動を必要とすることを示す場合、以下のコマンドシーケンスによりＶＳＭの
モード変更を行う。
【００９５】
　トランザクション７３９９は、再起動を要するＶＳＭへ変更するＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏ
ｕｒｃｅＭｏｄｅコマンドのトランザクションである。図５（ｃ）に示したコマンドシー
ケンスの例においては、監視カメラ１０００は、トランザクション７３９９においてＶＳ
Ｍ変更通知イベントを送信しない。
【００９６】
　処理７４００は、トランザクション７３９９に示すＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏ
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ｄｅの切り替えによってＶＳＭとＶＥＣとの間に発生した不整合を更新する処理を示して
いる。この場合、監視カメラ１０００は、このタイミングではＶＥＣ変更通知イベントを
送信しない。
【００９７】
　イベント７４０１は、監視カメラ１０００の再起動処理である。監視カメラ１０００は
、まずネットワーク離脱通知イベントをネットワークに送信する。次に監視カメラ１００
０は再起動処理を行う。そして、監視カメラ１００は再起動後、ネットワーク加入通知イ
ベントをネットワークに送信する。
【００９８】
　イベント７４０２はＶＳＭ変更通知イベントである。また、イベント７４０３は、ＶＥ
Ｃ変更通知イベントである。監視カメラ１０００は、再起動後にこれらのイベントを送信
し、クライアント２０００に設定値の再取得を促す。
【００９９】
　このように、本実施例にかかる監視カメラ１０００は、撮像部１００３の設定を所定の
ＶＳＭに変更したときに再起動処理を必要とする場合に、ＶＳＭの変更に伴ってＶＥＣを
自動的に更新した場合はその旨をクライアント２０００に通知する。
【０１００】
　すなわち、監視カメラ１０００が撮像データを生成するための設定値を設定した場合、
再起動処理を行うか否かに関わらず、クライアント２０００に画像データを生成するため
の設定値を取得させるための通知を前記ネットワークを介して行う。クライアント２００
０に画像データを生成するための設定値を取得させるための通知とは、例えば、ＶＥＣ変
更通知である。
【０１０１】
　次に本実施例の監視カメラ１０００が行う処理について図６（ａ）から（ｄ）を用いて
説明する。監視カメラ１０００の制御部１００１がプロセッサを内蔵する形態では、図６
（ａ）から（ｄ）の処理フローは、図６に示す手順を制御部１００１に実行させるための
プログラムを示す。制御部１００１が内蔵するプロセッサはコンピュータであり、監視カ
メラ１０００が内蔵する記憶部１００２から読み出したプログラムを実行する。
【０１０２】
　図６（ａ）は、監視カメラ１０００が前述のＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコ
マンドをクライアント２０００から受信（受信手順）した場合の処理を示している。Ｓｅ
ｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマンドは、クライアント２０００が指定したＶｉｄ
ｅｏＳｏｕｒｃｅ６１０１のＶＳＭ（例えば、図４のＳ１からＳ３）を変更するよう指示
するコマンドである
　ステップＳ１０００において制御部１００１は、通信部１００５を介して配信中のビデ
オストリームを停止させる。
【０１０３】
　ステップＳ１００１において制御部１００１は、入力されたＶＳＭがＳ１からＳ３の何
れであるかを判別し、該当するＶＳＭの設定値を記憶部１００２より取得し、撮像部１０
０３へ設定する。
【０１０４】
　ステップＳ１００２において制御部１００１は、ステップＳ１００１において判別した
ＶＳＭに対応するＥｎａｂｌｅフラグをＴｒｕｅに設定し、他のＶＳＭに対応するＥｎａ
ｂｌｅフラグをＦａｌｓｅに設定する。
【０１０５】
　ステップＳ１００３において制御部１００１は、クライアント２０００へ正常レスポン
スを送信する。この正常レスポンスは例えば、図５（ｂ）のトランザクション７２０２、
図５（ｃ）のトランザクション７３９９に示したＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅ
レスポンスである。
【０１０６】
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　ステップＳ１００４において制御部１００１は、設定されたＶＳＭのＲｅｂｏｏｔＦｌ
ａｇを参照し、再起動を要するＶＳＭに変更されたかどうかを判定する。制御部１００１
は、再起動要の場合はステップＳ１０１０へ、再起動不要の場合はステップＳ１００５へ
処理を移す。
【０１０７】
　ステップＳ１００５において制御部１００１は、通信部１００５を介して、ＶＳＭの変
更をネットワーク上のクライアントに通知するべくＶＳＭ変更通知イベントを送信する。
このように、監視カメラ１０００は、撮像部１００３が生成する撮像データの解像度、フ
レームレート、又は、符号化形式のうち少なくともいずれかの設定が完了したことを示す
完了通知によって、更新通知を行う。更新通知とは、撮像部１００３又は符号化部１００
４に対する設定を更新したことをクライアント２０００に通知するものである。
【０１０８】
　ステップＳ１０２０において制御部１００１は、ＶＳＭ変更通知イベント送信フラグを
ＯＮに設定する。本フラグは後述する再起動処理において、制御部１００１が参照する。
【０１０９】
　ステップＳ１０２１において制御部１００１は、再起動開始フラグをＯＮに設定する。
本フラグは、各コマンド処理終了後に制御部１００１によって参照され、ＯＮ場合は、制
御部１００１は、各コマンド処理に引き続いて再起動処理（制御手順）を実行する。
【０１１０】
　ステップＳ１００６において制御部１００１は、記憶部１００２に記憶されている図４
のテーブルを参照し、変更後のＶＳＭが、現在設定されているＶＥＣと整合するか判定す
る。ＶＥＣの設定は図４を用いて説明したように、画像データの符号化形式（Ｅｎｃｏｄ
ｉｎｇ）、解像度（Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ）、及び最大フレームレート（Ｆｒａｍｅｒａ
ｔｅＬｉｍｉｔ）についての設定を含む。監視カメラ１０００に設定されている複数のＶ
ＥＣのうち何れか一つでも整合しないＶＥＣが存在する場合、制御部１００１は処理をス
テップＳ１００７に移す。
【０１１１】
　一方、整合しないＶＥＣが存在しない場合は、本コマンドの処理を終了する。このよう
にＶＳＭの変更命令を受信した場合であって符号化部１００４が生成する画像データに対
する設定を更新しない場合、クライアント２０００に対して更新通知を行わない。
【０１１２】
　ステップＳ１００７において制御部１００１は、ステップＳ１００６において不整合が
発生したＶＥＣのパラメータを、変更後のＶＳＭと整合する内容に変更する（更新手順）
。変更の方法にはさまざまな実装が考えられる。
【０１１３】
　例えば、ＶＳＭを図４のＳ３のモードからＳ１のモードに変更する場合について説明す
る。
【０１１４】
　ＶＳＭの変更前（ＶＳＭ＝Ｓ３）においてＶＥＣの設定は、Ｅｎｃｏｄｉｎｇ＝ＪＰＥ
Ｇ、Ｒｅｓｕｌｔｉｏｎ＝３２０ｘ２４０、ＦｒａｍｅｒａｔｅＬｉｍｉｔ＝２５ｆｐｓ
となっているとする。図４に示した例において、変更前のＶＳＭとＶＥＣの設定は整合し
ている。
【０１１５】
　ＶＳＭがＳ３からＳ１に変更されると、ＶＳＭの設定は、ＭａｘＲｅｓｏｌｕｔｉｏｎ
＝３８４０ｘ２１６０（縦横比１６：９）、ＭａｘＦｒａｍｅｒａｔｅ＝２０ｆｐｓ、Ｅ
ｎｃｏｄｉｎｇ＝Ｈ．２６４、ＲｅｂｏｏｔＦｌａｇ＝Ｆａｌｓｅに変更される。
【０１１６】
　一方、ＶＥＣの設定は、Ｅｎｃｏｄｉｎｇ＝ＪＰＥＧ、Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ＝３２０
ｘ２４０（縦横比４：３）、ＦｒａｍｅｒａｔｅＬｉｍｉｔ＝２５ｆｐｓのままである。
【０１１７】
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　このとき、変更後のＶＳＭと設定されているＶＥＣとの間で、Ｅｎｃｏｄｉｎｇ、Ｒｅ
ｓｏｌｕｔｉｏｎの縦横比、ＦｒａｍｅｒａｔｅＬｉｍｉｔが不整合となる。
【０１１８】
　そこでＶＳＭがＳ３からＳ１に変更された場合、ＶＥＣの設定をＥｎｃｏｄｉｎｇはＪ
ＰＥＧからＨ．２６４へ、Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎは３２０ｘ２４０から９６０ｘ５４０へ
、ＦｒａｍｅｒａｔｅＬｉｍｉｔは２５ｆｐｓから２０ｆｐｓへ変更することができる。
【０１１９】
　同様にして、ＶＥＣが変更され、変更後のＶＥＣとＶＳＭが不整合となった場合に、Ｖ
ＳＭを変更して、ＶＥＣとＶＳＭが整合するようにしてもよい。ＶＳＭを変更する例につ
いての詳細は、実施例２において説明する。
【０１２０】
　ＶＳＭとＶＥＣが不整合である状態から整合した状態となるように、監視カメラ１００
０が自動的にＶＳＭ又はＶＥＣを変更する場合、自動的に変更するＶＳＭ又はＶＥＣの設
定値の選択肢が複数存在することがある。この場合、監視カメラ１０００は、複数の設定
値の選択肢のうちから所定の選択肢を自動的に選択して設定することができる。
【０１２１】
　例えば、クライアント２０００から受信したコマンドに応じてＶＳＭを図４に示すＳ２
のＶＳＭに変更し、監視装置１０００がＶＥＣをＶＳＭ（Ｓ２）と整合するように自動的
に変更する場合について説明する。
【０１２２】
　この場合、図４の例では、自動変更後のＶＥＣの符号化方式の設定値として、Ｈ．２６
４又はＭＰＥＧ４のうちいずれかを選択して設定することができる。また、自動変更後の
ＶＥＣのＲｅｓｏｌｕｔｉｏｎの設定値として、３２００ｘ２４００、２０４８ｘ１５３
６、１０２４ｘ７６８、６４０ｘ４８０のうちいずれかを選択して設定することができる
。さらに、自動変更後のフレームレートの設定として、１から３０ｆｐｓの間でフレーム
レートを選択して設定することができる。
【０１２３】
　ＶＳＭ又はＶＥＣを自動変更する際に監視カメラ１０００が設定可能な設定値の選択肢
が複数ある場合、設定する選択肢の選択方法は特に限定しない。
【０１２４】
　例えば、設定可能な複数の選択肢（設定値）のうち、予め決められた所定の選択肢を自
動的に設定することができる。例えば、設定可能なＥｎｃｏｄｉｎｇの選択肢としてＨ．
２６４とＭＰＥＧ４が存在する場合、自動的にＨ．２６４が設定されるようにすることが
できる。また例えば、設定可能なＲｅｓｏｌｕｔｉｏｎの選択肢として複数の解像度が存
在する場合、それらの解像度のうち最も大きい（画素数の多い）解像度が自動的に設定さ
れるようにすることができる。
【０１２５】
　あるいは、設定可能な複数の選択肢（設定値）のうち、変更前の設定値に対応する設定
値を変更後の設定値とすることができる。
【０１２６】
　例えば、設定可能なＲｅｓｏｌｕｔｉｏｎの選択肢のうち、変更前のＲｅｓｏｌｕｔｉ
ｏｎに対応する解像度を自動的に設定するようにしてもよい。例えば解像度大きさの序列
が変更前と変更後で対応するように設定してもよい。
【０１２７】
　例えばＶＳＭがＳ２からＳ１に変更され、変更前のＲｅｓｏｌｕｔｉｏｎが６４０ｘ４
８０（解像度の大きさの序列が大きい順に２番目）である場合、変更後のＲｅｓｏｌｕｔ
ｉｏｎを１９２０ｘ１０８０（Ｓ１において序列２番目の解像度）とすることができる。
【０１２８】
　また例えば、ＶＳＭがＳ２からＳ１に変更され、変更前のＦｒａｍｅｒａｔｅＬｉｍｉ
ｔが２８ｆｐｓであった場合、変更後のＶＳＭ（Ｓ１）に整合するＦｒａｍｅｒａｔｅＬ
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ｉｍｉｔのうち最も近い値に変更されるようにしても良い。即ち、ＶＳＭ＝Ｓ２からＳ１
に変更されたとき、Ｓ２において２８ｆｐｓであったＦｒａｍｅｒａｔｅＬｉｍｉｔは、
Ｓ１において２０ｆｐｓに変更されるようにしてもよい。
【０１２９】
　図６（ａ）のフローチャートの説明に戻る。ステップＳ１００８において制御部１００
１は、新しいＶＳＭは再起動を要するかどうかを判定する。再起動が必要であるか否かは
、図４に示したテーブルを参照して、新しいＶＳＭのＲｅｂｏｏｔＦｌａｇがＴｒｕｅで
あるかＦａｌｓｅであるかを確認することにより判定することができる。再起動不要（Ｒ
ｅｂｏｏｔＦｌａｇがＦａｌｓｅ）の場合はステップＳ１００９へ、再起動を要する（Ｒ
ｅｂｏｏｔＦｌａｇがＴｒｕｅ）の場合はステップＳ１０３０へ処理を移す。
【０１３０】
　このようにして、ＶＳＭの変更に伴って再起動が不要である場合は、ステップＳ１００
７の処理後にＶＥＣ変更通知がクライアント２０００に通知される。また、ＶＳＭの変更
に伴って再起動が行われる場合は、図６（ｄ）を用いて説明する再起動処理に伴ってＶＥ
Ｃ変更通知がなされるように、ＶＥＣ変更通知イベント送信フラグがＯＮにされる。
【０１３１】
　ステップＳ１００９において制御部１００１は、通信部１００５を介して、ＶＥＣの変
更をネットワーク上のクライアントに通知するべくＶＥＣ変更通知（更新通知）イベント
を送信する（通知手順）。このように、監視カメラ１０００は、符号化部１００４が生成
する画像データの解像度、フレームレート、又は、符号化形式のうち少なくともいずれか
の設定の完了に応じて更新通知を行う。更新通知とは、撮像部１００３又は符号化部１０
０４に対する設定を更新したことをクライアント２０００に通知するものである。
【０１３２】
　ステップＳ１０３０において制御部１００１は、ＶＥＣ変更通知イベント送信フラグを
ＯＮに設定する。本フラグは後述する再起動処理において、制御部１００１が参照する。
本フラグがＯＮの場合、制御部１００１は、再起動処理後、ＶＥＣ変更通知イベントをク
ライアント２０００に送信する（通知手順）。
【０１３３】
　図６（ｂ）は、監視カメラ１０００がＧｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏｎｓコマンドをクライア
ント２０００から受信した場合の処理を示している。ＧｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏｎｓコマン
ドは、図４に示した４００５、４００６、及び４００７の選択肢をクライアント２０００
が取得するために監視カメラ１０００に送信するコマンドである。
【０１３４】
　ステップＳ１１００において制御部１００１は、現在ＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅ６１０１
に設定されているＶＳＭがＳ１からＳ３の何れであるかを、Ｅｎａｂｌｅフラグを参照し
て判別する。
【０１３５】
　ステップＳ１１０１において、制御部１００１は、記憶部１００２に記憶されている図
４のテーブルを参照して、現在のＶＳＭに整合する符号化形式（Ｅｎｃｏｄｉｎｇ）の選
択肢を取得する。
【０１３６】
　ステップＳ１１０２において、制御部１００１は、記憶部１００２に記憶されている図
４のテーブルを参照して、現在のＶＳＭに整合するＶＥＣの解像度（Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏ
ｎ）の選択肢を取得する。
【０１３７】
　ステップＳ１１０３において、制御部１００１は、記憶部１００２に記憶されている図
４のテーブルを参照して、最大フレームレート（ＦｒａｍｅｒａｔｅＬｉｍｉｔ）の選択
肢を取得する。
【０１３８】
　例えば、現在のＶＳＭがＳ３であった場合、符号化方式Ｅｎｃｏｄｉｎｇの選択肢とし
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てＨ．２６４とＪＰＥＧが取得される。また、Ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎの選択肢として１０
２４ｘ７６８、６４０ｘ４８０、３２０ｘ２４０、及び、１７６ｘ１４４が取得される。
さらに、ＦｒａｍｅｒａｔｅＬｉｍｉｔとして１から３０ｆｐｓが取得される。
【０１３９】
　ステップＳ１１０４において制御部１００１は、記憶部１００２から現在のＶＳＭに依
存しないＶＥＣの選択肢や設定範囲を取得する。例えば符号化品質（Ｑｕａｌｉｔｙ）の
設定可能範囲として１から５が取得される。また、最大ビットレート（ＢｉｔｒａｔｅＬ
ｉｍｉｔ）の選択肢として１から６０Ｍｂｐｓが取得される。
【０１４０】
　ステップＳ１１０５において制御部１００１は、ステップＳ１１０１からステップＳ１
１０４において取得した選択肢や設定範囲を、正常レスポンスに含めて、通信部１００５
を介してクライアント２０００へ返送する。
【０１４１】
　図６（ｃ）は、監視カメラ１０００が前述のＳｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆ
ｉｇｕｒａｔｉｏｎコマンドをクライアント２０００から受信した場合の処理を示す。
【０１４２】
　ステップＳ１２００において制御部１００１は、記憶部１００２に記憶されている図４
のテーブルを参照し、本コマンドによって受信したＳｅｔＶＥＣに入力されている解像度
、符号化形式、及び最大フレームレートが現在のＶＳＭに整合するかどうかを判定する。
何れか一つでも整合しない場合、制御部１００１は処理をステップＳ１２１０に移す。
【０１４３】
　ステップＳ１２０１において制御部１００１は、符号化品質、最大ビットレート、符号
化形式、最大フレームレート、及び、解像度を含むＶＥＣの設定値を記憶部１００２に記
憶し、符号化部１００４に設定する。
【０１４４】
　ステップＳ１２０２において制御部１００１は、クライアント２０００へ正常レスポン
スを送信する。
【０１４５】
　ステップＳ１２０３において制御部１００１は、通信部１００５を介して、ＶＥＣの変
更をネットワーク上のクライアントに通知するべくＶＥＣ変更通知イベントを送信する。
【０１４６】
　ステップＳ１２１０において制御部１００１は、クライアント２０００へエラーレスポ
ンスを送信する。
【０１４７】
　図６（ｄ）は、再起動処理である。本処理は図５（ｃ）におけるＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏ
ｕｒｃｅＭｏｄｅコマンドのトランザクション７３９９の後に、再起動開始フラグがＯＮ
であった場合に制御部１００１によって実行される処理である。
【０１４８】
　すなわち、監視カメラ１０００はＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマンドを受
信すると図６（ａ）の処理を実行する。そして図６（ａ）の処理の終了後、再起動開始フ
ラグがＯＮの場合に、図５（ｃ）のトランザクション７４０１において再起動処理が行わ
れる。再起動処理は図５（ｃ）のネットワーク離脱通知イベントとネットワーク加入イベ
ントとの間に監視カメラ１０００において行われる。
【０１４９】
　ステップＳ１７００において制御部１００１は、通信部１００５を介して、再起動の開
始をネットワーク上のクライアントに通知するべく、ネットワーク離脱通知イベントを送
信する。
【０１５０】
　ステップＳ１７０１において制御部１００１は、監視カメラ１０００の実際の再起動処
理を行う。
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【０１５１】
　ステップＳ１７０２において制御部１００１は、通信部１００５を介して、再起動の完
了をネットワーク上のクライアントに通知するべく、ネットワーク加入通知イベントを送
信する。
【０１５２】
　ステップＳ１７０３において制御部１００１は、ＶＥＣ変更通知イベント送信フラグを
判定する。ＯＮであった場合、ステップＳ１７０４に処理を移す。
【０１５３】
　ステップＳ１７０４において制御部１００１は、通信部１００５を介して、ＶＥＣの変
更をネットワーク上のクライアントに通知するべくＶＥＣ変更通知イベントを送信する。
【０１５４】
　ステップＳ１７０５において制御部１００１は、ＶＳＭ変更通知イベント送信フラグを
判定する。ＯＮであった場合、ステップＳ１７０６に処理を移す。
【０１５５】
　ステップＳ１７０６において制御部１００１は、通信部１００５を介して、ＶＳＭの変
更をネットワーク上のクライアントに通知するべくＶＳＭ変更通知イベントを送信する。
【０１５６】
　図７は、本実施例における監視カメラ１０００のＶＳＭ、及びＶＥＣの設定を行うクラ
イアント２０００の設定画面の例を示している。この設定画面は、図２に示したクライア
ント２０００の制御部２００１が、記憶部２００２に記憶されたプログラムを実行して、
表示部２００３に表示させる表示制御を行うことができる。
【０１５７】
　領域９０００は、ＬｉｖｅＶｉｅｗエリアである。クライアント２０００は、設定画面
が開かれたときに、前述の図５（ａ）を用いて説明したシーケンスを実行し、トランザク
ション７１１３において得られる映像のストリームを領域９０００に表示する。
【０１５８】
　領域９００１は、監視カメラ１０００の撮像部１００３が撮像データを生成するための
設定値を設定するためのグラフィカルユーザインタフェース（ＧＵＩ）を表示する第１の
設定領域である。本実施例において、領域９００１は、ＶＳＭ選択エリアである。クライ
アント２０００は、設定画面が開かれたときに併せて実行するＧｅｔＳｅｒｖｉｃｅＣａ
ｐａｂｉｌｉｔｉｅｓのトランザクション７０９９によって、監視カメラ１０００がＶＳ
Ｍの切り替えに対応しているかを判定する。
【０１５９】
　監視カメラ１０００がＶＳＭの切り替えに対応している場合、ＧｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕ
ｒｃｅＭｏｄｅのトランザクション７２００によって変更することができるＶＳＭを、ユ
ーザが選択できるようにリストする（領域９００２）。
【０１６０】
　領域９００２において、現在の設定とは異なるＶＳＭが選択されると、クライアント２
０００の通信部２００４は、ＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマンドを監視カメ
ラ１０００に送信し、監視カメラ１０００のＶＳＭを変更する。このようにして、撮像デ
ータを生成するための設定値（例えば、ＶＳＭ）を第１の設定領域に表示されるＧＵＩを
介して変更したときに、変更した設定値を設定する命令を監視カメラ１０００に送信する
。
【０１６１】
　第１の設定領域におけるモード選択に応じて実行されるＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅ
Ｍｏｄｅコマンドの送信は、図５（ｂ）のトランザクション７２０２、及び、図５（ｃ）
のトランザクション７３９９においてクライアント２０００が実行する処理に対応する。
【０１６２】
　ここで、図５（ｂ）のトランザクション７２００は省略してもよい。上述のとおり、設
定画面が開かれたときに併せて実行するＧｅｔＳｅｒｖｉｃｅＣａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓ
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のトランザクション７０９９によって、監視カメラ１０００がＶＳＭの切り替えに対応し
ているかをクライアント２０００は判定できるためである。
【０１６３】
　監視カメラ１０００は、クライアント２０００から送信されたＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕ
ｒｃｅＭｏｄｅコマンドを受信すると、図６（ａ）を用いて説明したＳｅｔＶｉｄｅｏＳ
ｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマンド処理を実行する。
【０１６４】
　ＶＳＭの変更に伴い再起動が必要である場合は、監視カメラ１０００は、図６（ａ）の
処理を実行した後、図６（ｄ）に示した再起動処理を実行する。この再起動処理は図５（
ｃ）のトランザクション７４０１のネットワーク離脱イベントとネットワーク加入イベン
トとの間に実行される。
【０１６５】
　一方、ＶＳＭの変更に伴い再起動が不要である場合は、監視カメラ１０００は、図６（
ａ）のステップＳ１００９に示したとおり、再起動処理を行わずに、ＶＥＣ変更通知をク
ライアント２０００に送信する。
【０１６６】
　監視カメラ１０００における図６（ａ）の処理によりＶＳＭが変更されると、クライア
ント２０００は、監視カメラ１０００からＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅ変更通知を受
信する（図５（ｂ）のトランザクション７２０２、図５（ｃ）のイベント７４０２）。
【０１６７】
　クライアント２０００は、ＶｉｄｅｏＳｏｕｃｅＭｏｄｅ変更通知を受信すると、図５
（ｂ）、（ｃ）に示したトランザクション７２０４、７２０５を実行して、更新されたＶ
ＥＣを監視カメラ１０００から取得する。
【０１６８】
　更新されたＶＥＣを監視カメラ１０００から取得すると、クライアント２０００は設定
画面の表示を更新し、更新後のＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒの各パラメータの選択肢や設定
範囲を表示する。これにより、クライアント２０００は、常にＶＳＭと整合するＶＥＣの
設定値の選択肢や設定範囲をユーザに提示することができる。
【０１６９】
　タブ９００３、タブ９００４は、監視カメラ１０００の符号化部１００４が画像データ
を生成するための設定値を設定するためのグラフィカルユーザインタフェースを表示する
第２の設定領域である。本実施例において、タブ９００３、タブ９００４は、監視カメラ
１０００のＶＥＣ６１０３の設定値をユーザが変更するために用いられる。ユーザはタブ
を選択することにより、設定を行うＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒを切り替えることができる
。ユーザがタブを選択すると、選択されたタブに対応するＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒの設
定画面が表示される。
【０１７０】
　図７に示した例においてタブの数は２であるが、ＧｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏ
ｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎｓコマンドによって得られる監視カメラ１０００がサポートする
ＶＥＣ６１０３の数に応じた数のタブを表示することができる。
【０１７１】
　領域９００５は、各ＶＥＣの符号化形式をユーザに選択させるエリアである。領域９０
０５には、図５（ａ）のトランザクション７１０６によって得られた符号化形式の選択肢
が表示される。また領域９００５には、ＶＳＭ選択エリアで新しいＶＳＭが選択されたと
きの図５（ｂ）のトランザクション７２０４によって得られた符号化形式の選択肢が表示
される。
【０１７２】
　領域９００６は、図７の設定画面を開いたときの監視カメラ１０００、又は、新たにＶ
ＳＭが設定された監視カメラ１０００に対して設定可能な符号化形式を示す。また領域９
００７は、図７の設定画面を開いたときの監視カメラ１０００、又は、新たにＶＳＭが設
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定された監視カメラ１０００に対して選択することができない符号化形式を示す。
【０１７３】
　領域９００８は、ＶＥＣ６１０３に含まれる最大フレームレート、最大ビットレート、
及び符号化品質を選択させるＤｅｔａｉｌエリアである。
【０１７４】
　領域９００９は、図７の設定画面を開いたときの監視カメラ１０００、又は、新たにＶ
ＳＭが設定された監視カメラ１０００に対して設定することができるフレームレートの範
囲をスクロールバーによって表す。領域９００９に表示されるフレームレートの範囲は、
図５（ａ）に示したトランザクション７１０６、又は、図５（ｂ）に示したトランザクシ
ョン７２０４によって得られる最大フレームレートに基づいて決定される。
【０１７５】
　領域９０１０は、図７の設定画面を開いたときの監視カメラ１０００、又は、新たにＶ
ＳＭが設定された監視カメラ１０００に対して設定することができるビットレートの範囲
をスクロールバーによって表す。領域９０１０に表示されるビットレートの範囲は、図５
（ａ）に示したトランザクション７１０６、又は、図５（ｂ）に示したトランザクション
７２０４によって得られる最大ビットレートに基づいて決定される。
【０１７６】
　領域９０１１は、図７の設定画面を開いたときの監視カメラ１０００、又は、新たにＶ
ＳＭが設定された監視カメラ１０００に対して設定することができる符号化品質の範囲を
スクロールバーによって表す。領域９０１０に表示される符号化品質の範囲は、図５（ａ
）に示したトランザクション７１０６、又は、図５（ｂ）に示したトランザクション７２
０４によって得られる符号化品質に基づいて決定される。
【０１７７】
　領域９０１２は、ＶＥＣ６１０３の解像度を選択するエリアである。領域９０１３のド
ロップダウンリストには、図５（ａ）に示したトランザクション７１０６、又は、図５（
ｂ）に示したトランザクション７２０４によって得られる符号化形式のパラメータの選択
肢が表示される。
【０１７８】
　ボタン９０１４は、Ａｐｐｌｙボタンである。ユーザによってＡｐｐｌｙボタンが押さ
れると、クライアント２０００は、ＳｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒｃｏｎｆｉｇｕｒａ
ｔｉｏｎコマンドを監視カメラ１０００に対して送信する。このコマンドの送信により、
領域９００５、領域９００８、及び領域９０１２おいて選択されたパラメータが監視カメ
ラ１０００の符号化部に設定される。
【０１７９】
　ＶＳＭモードがＭｏｄｅ１からＭｏｄｅ２に変更された場合の設定画面の例を図１２に
示す。ＶＳＭモードが変更されると、図４のテーブルを参照して、タブ９００３、タブ９
００４に表示されるＶＥＣの設定範囲がＭｏｄｅ２のＶＳＭモードと整合する設定範囲に
変更される。すなわち、領域９００５において選択できる符号化形式はＨ．２６４又はＭ
ＰＥＧ４となる。また、領域９００８において設定可能なフレームレートは１から３０ｆ
ｐｓとなる。さらに、領域９０１２において選択可能な解像度の選択肢も変更される。
【０１８０】
　本実施例における監視カメラ１０００によれば、クライアント２０００から受信したコ
マンドに応じてＶＳＭを変更する場合に、ＶＥＣの設定内容を変更後のＶＳＭに整合する
内容に更新することができる。
【０１８１】
　このようにして、撮像部１００３における画像データの生成に関する設定が変更された
場合に、撮像部１００３における画像データの生成に関する設定と、符号化部１００４に
おける画像データの生成に関する設定とを整合させることができる。
【０１８２】
　例えば、撮像部１００３が生成する画像データの解像度の設定が変更された場合に、撮
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像部１００３が生成する画像データの解像度の設定と、符号化部１００４が生成する画像
データの解像度の設定とを整合させることができる。例えば、撮像部１００３が生成する
画像データの縦横比と、符号化部１００４が生成する画像データの解像度の縦横比とを一
致させることができる。
【０１８３】
　また本実施例における監視カメラ１０００は、ＶＳＭの変更に伴ってＶＥＣを変更した
場合に、新しいＶＳＭの設定に伴って再起動を要する設定がなされているか否かに関わら
ず、ＶＥＣの内容を再取得するようにクライアント２０００に促す。即ち、受信した命令
に応じて撮像部１００３が生成する撮像データの設定値を設定した場合に再起動処理を行
うか否かに関わらず、符号化部１００４が生成する画像データの設定値の設定を自動的に
更新したことを示す更新通知をクライアント２０００に送信する。ここで、本実施例にお
いて、設定値には、解像度、フレームレート、又は、符号化形式のうち少なくともいずれ
かの設定値が含まれる。
【０１８４】
　これによって、監視カメラ１０００とクライアント２０００の間で、監視カメラ１００
０の撮像部１００３に対する設定値、及び、符号化部１００４に対する設定値が整合する
ようにすることができる。
【０１８５】
　さらに、本実施例における監視カメラ１０００は、ＶＳＭを変更した場合に、クライア
ント２０００が送信したＧｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏｎｓコマンドの応答として提供する選択
肢の内容を変更する。この際、選択肢の内容は変更後のＶＳＭに整合する内容にして応答
する。
【０１８６】
　このようにして、監視カメラ１０００の符号化設定を変更した場合に、クライアント２
０００において行う監視カメラ１０００に対する設定を適切に行うことができる。
【０１８７】
　（実施例２）
　実施例１では、受信したＧｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏｎｓコマンドの応答として提供する符
号化部１００４の設定値の選択肢として、ＶＳＭに整合する選択肢を通知する場合につい
て説明したが、この限りではない。
【０１８８】
　本実施例では、ＧｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏｎｓコマンドに対する応答として、ＶＳＭと整
合する設定値以外の設定値も含めた選択肢をクライアント２０００に提供する場合につい
て説明する。ただし、監視カメラ１０００の符号化部１００４に設定可能な設定値として
取り得る値が全て現在のＶＳＭと整合する場合は、ＧｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏｎｓコマンド
に対する応答は全てＶＳＭと整合する設定値となる。
【０１８９】
　本実施例において、ＧｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏｎｓコマンドに対する応答として、ライア
ント２０００に通知される選択肢は、現在設定されているＶＳＭに依存しない。
【０１９０】
　また本実施例では、クライアント２０００がＳｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆ
ｉｇｕｒａｔｉｏｎコマンドにより設定する符号化部１００４の設定値と整合するように
、監視カメラ１０００がＶＳＭを切り替える場合について説明する。なお、実施例１にお
いて既に説明した内容については説明を省略する。
【０１９１】
　本実施例にかかる監視カメラシステムの構成、監視カメラ１０００の構成、及び、監視
カメラ１０００が保持するパラメータの構造については、実施例１において図１から図３
を用いて説明した内容と同じであるため説明を省略する。
【０１９２】
　また本実施例では、監視カメラ１０００がサポートするＶＳＭと、各ＶＳＭに整合する
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ＶＥＣ６１０３の設定可能範囲の内容の例として、実施例１と同様に、図４のテーブルを
用いて説明する。
【０１９３】
　次に、監視カメラ１０００とクライアント２０００との間でのコマンドシーケンスにつ
いて説明する。監視カメラ１０００とクライアント２０００の間における、設定開始から
映像配信までのコマンドシーケンスは、実施例１において図５（ａ）を用いて説明した内
容と同じであるため説明を省略する。
【０１９４】
　次に、本実施例において、監視カメラ１０００とクライアント２０００の間において、
符号化部１００４の出力解像度の変更を行う場合のコマンドシーケンスについて、図８（
ａ）を用いて説明する。
【０１９５】
　実施例１において図５（ａ）を用いて説明したトランザクションについては、図５（ａ
）と同じ符号を付して説明を省略する。
【０１９６】
　イベント７３００は、トランザクション７１０７に示すＶＥＣの設定変更によって発生
したＶＳＭとＶＥＣの不整合を解消するよう、ＶＳＭを更新する処理である。
【０１９７】
　イベント７３００において、新たに設定されるＶＳＭが再起動を要しない場合は、監視
カメラ１０００の制御部１００１は、ＶＳＭ変更通知イベントをクライアント２０００に
送信し、ＶＳＭの再取得をネットワーク上のクライアントに促す。
【０１９８】
　トランザクション７３０１は、ＧｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏｎｓコマンドのトランザクショ
ンである。
【０１９９】
　トランザクション７３０２は、ＧｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎｓコマンドのトランザクションである。
【０２００】
　トランザクション７１０７に示すＶＥＣ変更通知イベントを受信したクライアント２０
００は、トランザクション７３０１により更新されたＶＥＣの設定値を取得する。また、
トランザクション７１０７に示すＶＥＣ変更通知イベントを受信したクライアント２００
０は、クライアント２０００は、トランザクション７３０２により更新されたＶＥＣの設
定値の選択肢を取得する。
【０２０１】
　トランザクション７３０３は、ＧｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマンドのトラ
ンザクションである。イベント７３００に示すＶＳＭ変更通知イベントを受信したクライ
アント２０００は、トランザクション７３０３によって、更新されたＶＳＭに含まれるＥ
ｎａｂｌｅフラグを参照することで、ＶＳＭの更新を確認することができる。
【０２０２】
　次に、監視カメラ１０００とクライアント２０００の間において、符号化部１００４が
出力する画像データの解像度の変更を行う場合で、且つ、新たに設定するＶＳＭが再起動
を伴う場合のコマンドシーケンスについて図８（ｂ）を用いて説明する。図８（ａ）を用
いて説明したトランザクションについては図８（ａ）と同じ符号を付して説明を省略する
。
【０２０３】
　処理７５００は、トランザクション７１０７に示すＶＥＣの設定変更によって発生した
ＶＳＭとＶＥＣの不整合を解消するよう、ＶＳＭを更新する処理を示している。ここで更
新時に再起動を必要とするＶＳＭへ更新が行われた場合は、監視カメラ１０００は、ＶＳ
Ｍ変更通知イベントを送信しない。
【０２０４】
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　イベント７５０２は、ＶＳＭ変更通知イベントであり、監視カメラ１０００は、再起動
後にイベント７５０２を送信し、クライアント２０００に設定値の再取得を促す。
【０２０５】
　次に本実施例において監視カメラ１０００が行う処理について図９（ａ）および（ｇ）
を用いて説明する。監視カメラ１０００の制御部１００１がプロセッサを内蔵する形態で
は、図９（ａ）及び（ｂ）の処理フローは、図６に示す手順を制御部１００１に実行させ
るためのプログラムを示す。制御部１００１が内蔵するプロセッサはコンピュータであり
、監視カメラ１０００が内蔵する記憶部１００２から読み出したプログラムを実行する。
【０２０６】
　図９（ａ）は、監視カメラ１０００がＧｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇｕｒ
ａｔｉｏｎＯｐｔｉｏｎｓコマンドをクライアント２０００から受信した場合の処理を示
している。ここで、ＧｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＯｐｔｉ
ｏｎｓコマンドは、監視カメラ１０００の撮像部１００３に対して設定可能な設定値の選
択肢の通知を、クライアント２０００が監視カメラ１０００に要求するためのコマンドで
ある。以下、ＧｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＯｐｔｉｏｎｓ
コマンドを、ＧｅｔＶＳＣＯｐｔｉｏｎｓコマンドと表記する。
【０２０７】
　ステップＳ１３００において、制御部１００１は、記憶部１００２に記憶されている図
４のテーブルを参照し、設定されているＶＳＭと整合する設定値以外の設定値も含めたＶ
ＥＣの選択肢を取得する。
【０２０８】
　ステップＳ１３０１において、制御部１００１は、記憶部１００２に記憶されている図
４のテーブルを参照し、設定されているＶＳＭと整合する設定値以外の設定値を含むＶＥ
Ｃの符号化形式の選択肢を取得する。図４の例では、ＪＰＥＧ、ＭＰＥＧ４、及びＨ．２
６４を取得する。
【０２０９】
　ステップＳ１３０２において、制御部１００１は、記憶部１００２に記憶されている図
４のテーブルを参照し、設定されているＶＳＭと整合する設定値以外の設定値を含むＶＥ
Ｃの最大フレームレートの値を取得する。図４の例では、３０ｆｐｓを取得する。
【０２１０】
　ステップＳ１３０３において制御部１００１は、記憶部１００２からＶＥＣの選択肢や
設定範囲を取得する。例えば符号化品質の設定可能範囲として１から５、最大ビットレー
トの設定値として６０Ｍｂｐｓが取得される。
【０２１１】
　ステップＳ１３０４において制御部１００１は、ステップＳ１３００からステップＳ１
３０３において取得した選択肢や設定範囲を、正常レスポンスに含めて、通信部１００５
を介してクライアント２０００へ返送する。
【０２１２】
　図９（ｂ）は、監視カメラ１０００がＳｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎコマンドをクライアント２０００から受信した場合の処理を示している。
【０２１３】
　実施例１において図６（ｃ）を用いて説明した処理については、同じ符号を付して説明
を省略する。
【０２１４】
　ステップＳ１４００において制御部１００１は、記憶部１００２に記憶されている図４
のテーブルを参照し、受信したＶＥＣに設定されている符号化形式、解像度、及び、最大
フレームレートが、現在のＶＳＭに整合するかどうかを判定する。
【０２１５】
　整合する場合はコマンド処理を終了させる。このように、このようにＶＥＣの変更命令
を受信した場合であって撮像部１００３が生成する画像データに対する設定を更新しない



(25) JP 6173640 B1 2017.8.2

10

20

30

40

50

場合、クライアント２０００に対して更新通知を行わない。
【０２１６】
　整合しない場合、制御部１００１は処理をステップＳ１４１０に移す。ステップＳ１４
１０において、制御部１００１は、記憶部１００２に記憶されている図４のテーブルを参
照し、入力されたＶＥＣに整合するＶＳＭに設定を切り替える。例えば、ＶＳＭがＳ１で
あるときに、符号化部１００４の解像度を６４０ｘ４８０とするコマンドに入力された場
合、この解像度に整合するＳ３にＶＳＭが切り替えられる。
【０２１７】
　ステップＳ１４１１において、制御部１００１は、設定されたＶＳＭのＲｅｂｏｏｔＦ
ｌａｇを参照し、再起動を要するＶＳＭに変更されたかどうかを判定する。制御部１００
１は、再起動要の場合はステップＳ１０１０へ、再起動不要の場合はステップＳ１００５
へ処理を移す。
【０２１８】
　ステップＳ１４１２において、制御部１００１は、通信部１００５を介して、ＶＳＭの
変更をネットワーク上のクライアントに通知するべくＶＳＭ変更通知イベントを送信する
。このように、ＶＥＣの変更命令に応じて、変更後のＶＥＣと整合するように撮像部１０
０３が生成する撮像データの設定（ＶＳＭ）を更新した場合、ＶＳＭの変更に伴って再起
動を必要としない場合にも、ＶＳＭが変更されたことを示す更新通知を行う。
【０２１９】
　ステップＳ１４１１において、制御部１００１は、更新されたＶＳＭのＲｅｂｏｏｔＦ
ｌａｇを参照し、再起動を要するＶＳＭに変更されたかどうかを判定する。制御部１００
１は再起動要（ＲｅｂｏｏｔＦｌａｇがＴｒｕｅ）の場合はステップＳ１４２０へ、再起
動不要（ＲｅｂｏｏｔＦｌａｇがＦａｌｓｅ）の場合はステップＳ１４１２へ処理を移す
。
【０２２０】
　ステップＳ１４１２において制御部１００１は、通信部１００５を介して、ＶＳＭの変
更をネットワーク上のクライアント２０００に通知するべくＶＳＭ変更通知イベントを送
信する。
【０２２１】
　ステップＳ１４２０において制御部１００１は、ＶＳＭ変更通知イベント送信フラグを
ＯＮに設定する。
【０２２２】
　ステップＳ１４２１において制御部１００１は、再起動開始フラグをＯＮに設定する。
【０２２３】
　再起動処理については、実施例１において図６（ｄ）を用いて説明した内容と同じであ
るため、説明を省略する。再起動処理においては、後述するように、ＶＳＭが変更された
ことがクライアント２０００に通知される。
【０２２４】
　このように、ＶＥＣの変更命令に応じて、変更後のＶＥＣと整合するようにＶＳＭを変
更した場合、ＶＳＭの変更に伴って再起動を必要とするか否かに関わらず、ＶＳＭが変更
されたことを示す更新通知を行う。
【０２２５】
　すなわち、クライアント２０００からの命令に応じて撮像データを生成するための設定
値（ＶＳＭ）を更新した場合、再起動処理を行うか否かに関わらず、ネットワークを介し
て通知（ＶＳＭ変更通知）を行う。ＶＳＭ変更通知は、クライアント２０００に、更新さ
れたＶＳＭを取得させるための通知である。
【０２２６】
　本実施例における監視カメラ１０００のＶＳＭ、及びＶＥＣの設定を行うクライアント
２０００の設定画面について、図７を用いて説明する。
【０２２７】
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　領域９１０３のドロップダウンリストには、本設定画面が開かれたときに実行されるＧ
ｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏｎｓによって得られる符号化形式パラメータの選択肢の内容が表示
される。本実施例では、領域９１０３のドロップダウンリストには、設定されているＶＳ
Ｍと整合する符号化形式以外の符号化形式も含めた符号化形式の選択肢が表示される。
【０２２８】
　クライアント２０００の通信部２００４は、監視カメラ１０００の符号化部１００４に
設定する設定値をタブ９００３又はタブ９００４のドロップダウンリストを用いて変更し
たときに、変更した設定値を設定する命令を監視カメラ１０００に送信する。変更した設
定値を設定する命令は、本実施例では、例えば、ＳｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎコマンドである。
【０２２９】
　クライアント２０００の通信部２００４は、ＳｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆ
ｉｇｕｒａｔｉｏｎコマンドに応じて、監視カメラ１０００が撮像データを生成するため
の設定（例えば、ＶＳＭ）を変更した場合、ＶＳＭ変更通知イベントを受信する。
【０２３０】
　クライアント２０００は、ＶＳＭ変更通知イベントを受信した場合、ＧｅｔＶｉｄｅｏ
ＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマンドの送信によって得られるＥｎａｂｌｅフラグを参照し、更
新されて有効になっているＶＳＭを判定し、９００１のＶＳＭ選択エリアに反映する。こ
のＧｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマンドは、撮像データを生成するための設定
値の取得要求である。
【０２３１】
　設定画面についてのその他の説明は、実施例１において説明した内容と同じであるため
、説明を省略する。
【０２３２】
　第２の実施例では、監視カメラ１０００は、現在のＶＳＭの設定に関わらず、符号化部
１００４に設定し得るＶＥＣの設定内容の全てを選択肢としてクライアント２０００に提
供する。
【０２３３】
　現在のＶＳＭに整合しないＶＥＣのパラメータがクライアントによって指定された場合
は、本実施例の監視カメラ１０００はＶＳＭを新たに設定されたＶＥＣに整合するＶＳＭ
に自動的に更新する。
【０２３４】
　またＶＥＣが更新された際、監視カメラ１０００は、新たに設定されたＶＳＭが再起動
を要するかどうかに関わらず、ＶＳＭの内容を再取得するようにクライアントに促す。
【０２３５】
　このようにして、符号化部１００４における画像データの生成に関する設定が変更され
た場合に、撮像部１００３における画像データの生成に関する設定と、符号化部１００４
における画像データの生成に関する設定とを整合させることができる。
【０２３６】
　例えば、符号化部１００４が生成する画像データの解像度の設定が変更された場合に、
撮像部１００３が生成する画像データの解像度の設定と、符号化部１００４が生成する画
像データの解像度の設定とを整合させることができる。例えば、撮像部１００３が生成す
る画像データの縦横比と、符号化部１００４が生成する画像データの解像度の縦横比とを
一致させることができる。
【０２３７】
　また本実施例における監視カメラ１０００は、ＶＥＣの変更に伴ってＶＳＭを変更した
場合に、新しいＶＳＭの設定に伴って再起動を要する設定がなされているか否かに関わら
ず、ＶＥＣの内容を再取得するようにクライアント２０００に促す。
【０２３８】
　これによって、監視カメラ１０００とクライアント２０００の間で、監視カメラ１００
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０の撮像部１００３に対する設定値、及び、符号化部１００４に対する設定値が整合する
ようにすることができる。
【０２３９】
　（実施例３）
　実施例１及び実施例２では、ＶＳＭの設定値の再取得をクライアントに促す方法として
ＶＳＭ変更通知イベントを監視カメラ１０００がクライアント２０００に送信する方法に
ついて説明した。また、実施例１及び実施例２では、ＶＥＣの設定値の再取得をクライア
ント２０００に促す方法として、ＶＥＣ変更通知イベントを監視カメラ１０００がクライ
アント２０００に送信する方法について説明した。しかし、ＶＳＭ又はＶＥＣの変更の通
知方法はこれに限られない。
【０２４０】
　第３の実施では、監視カメラ１０００からクライアント２０００に対して、ネットワー
クからの離脱通知イベント、及び、ネットワーク加入通知イベントを送信して、クライア
ント２０００にＶＳＭ又はＶＥＣの設定値を再取得するよう促す場合について説明する。
本実施例において、監視カメラ１０００は、符号化部１００４が生成する画像データの設
定を更新したことを、監視カメラ１０００がネットワークから離脱した後にネットワーク
に再接続したことを示す再接続通知により更新通知を行う。なお、実施例１又は実施例２
において既に説明した内容については説明を省略する。
【０２４１】
　本実施例にかかる監視カメラシステムの構成、監視カメラ１０００の構成、及び、監視
カメラ１０００が保持するパラメータの構造については、実施例１において図１から図３
を用いて説明した内容と同じであるため説明を省略する。
【０２４２】
　また本実施例では、監視カメラ１０００がサポートするＶＳＭと、各ＶＳＭに整合する
ＶＥＣ６１０３の設定可能範囲の内容の例として、実施例１と同様に、図４のテーブルを
用いて説明する。
【０２４３】
　次に、監視カメラ１０００とクライアント２０００との間でのコマンドシーケンスにつ
いて説明する。監視カメラ１０００とクライアント２０００の間における、設定開始から
映像配信までのコマンドシーケンスは、実施例１において図５（ａ）を用いて説明した内
容と同じであるため説明を省略する。
【０２４４】
　次に、本実施例の監視カメラ１０００とクライアント２０００の間における、ＶＳＭの
設定変更から映像配信までのコマンドシーケンスを図１０（ａ）を用いて説明する。図１
０（ａ）において、図５（ｂ）と同様の内容については同じ符号を付して説明を省略する
。
【０２４５】
　トランザクション７６００は、ＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマンドのトラ
ンザクションである。ＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭｏｄｅコマンドは、ＶｉｄｅｏＳ
ｏｕｒｃｅ６１０１のＶＳＭを変更するようにクライアント２０００が監視カメラ１００
０に指示するために用いるコマンドである。
【０２４６】
　処理７６０１は、トランザクション７６００におけるＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅＭ
ｏｄｅの切り替えによってＶＳＭとＶＥＣとの間に発生した不整合を更新する処理である
。
【０２４７】
　処理７６０２は、監視カメラ１０００の制御部１００１が、ＶＳＭ、及び、ＶＥＣの変
更をネットワーク上のクライアントに通知するために、ネットワーク離脱通知イベント（
Ｂｙｅ）、及び、ネットワーク加入通知イベント（Ｈｅｌｌｏ）を送信する処理である。
ここで、トランザクション７６００におけるＶＳＭの切り替えが再起動を要するものであ
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る場合、ネットワーク離脱通知イベントとネットワーク加入通知イベントの間に、監視カ
メラ１０００の再起動処理が行われるようにすることができる。
【０２４８】
　クライアント２０００は、ネットワーク加入通知イベント（Ｈｅｌｌｏ）を受信すると
監視カメラ１０００に設定された設定値（ＶＥＣ）を取得するために、設定値の取得要求
を送信する。
【０２４９】
　すなわち、ＧｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎｓＯｐｔｉｏ
ｎｓを送信する。そして、ＧｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ
ｓＯｐｔｉｏｎｓコマンドに対してＧｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒａ
ｔｉｏｎｓＯｐｔｉｏｎｓレスポンスを受信する（処理７２０４）。
【０２５０】
　続いてクライアント２０００は、ＧｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒａ
ｔｉｏｎｓコマンドを監視カメラ１０００に送信する。そして、ＧｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃ
ｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎｓコマンドの応答として、更新後のＶＥＣを取得す
る（処理７２０５）。
【０２５１】
　図１０（ｂ）は、監視カメラ１０００とクライアント２０００の間において、符号化部
１００４の出力解像度の変更を行う場合のコマンドシーケンスを示している。図１０（ｂ
）において、実施例１で図５（ｄ）を用いて説明した内容については同じ符号を付して説
明を省略する。
【０２５２】
　トランザクション７７００は、ＳｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎコマンドのトランザクションである。トランザクション７７００において、クライ
アント２０００は、ＶＥＣの各パラメータを設定する。
【０２５３】
　トランザクション７７０１は、トランザクション７７００におけるＶＥＣの設定変更に
よって発生したＶＳＭとＶＥＣの不整合を解消するために、ＶＳＭを更新する処理である
。
【０２５４】
　処理７７０２は、監視カメラ１０００の制御部１００１が、ＶＥＣ、及び、ＶＳＭの変
更をネットワーク上のクライアントに通知するべくネットワーク離脱通知イベント、及び
ネットワーク加入通知イベントを送信する処理である。ここで、トランザクション７７０
１に示すＶＳＭの切り替えが再起動を要するものであった場合、ネットワーク離脱通知イ
ベントとネットワーク加入通知イベントの間に、監視カメラ１０００の再起動処理が行わ
れるようにしてもよい。
【０２５５】
　次に本実施例の監視カメラ１０００が行う処理について図１１（ａ）及び（ｂ）を用い
て説明する。監視カメラ１０００の制御部１００１がプロセッサを内蔵する形態では、図
１１（ａ）及び（ｂ）の処理フローは、図１１に示す手順を制御部１００１に実行させる
ためのプログラムを示す。制御部１００１が内蔵するプロセッサはコンピュータであり、
監視カメラ１０００が内蔵する記憶部１００２から読み出したプログラムを実行する。
【０２５６】
　図１１（ａ）は、監視カメラ１０００がＧｅｔＶＳＣＯｐｔｉｏｎｓコマンドをクライ
アント２０００から受信した場合の処理のフローチャートである。
【０２５７】
　図１１（ｂ）は、監視カメラ１０００が前述のＳｅｔＶｉｄｅｏＳｏｕｒｃｅコマンド
をクライアント２０００から受信した場合の処理のフローチャートである。図１１（ｂ）
において図６（ａ）と同じ処理については同じ符号を付して説明を省略する。
【０２５８】
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　図１１（ａ）のステップＳ１５００において制御部１００１は、記憶部１００２に記憶
されている図４のテーブルを参照し、変更後のＶＳＭが、現在設定されているＶＥＣと整
合するか判定する。何れか一つでも整合しないＶＥＣが存在する場合、制御部１００１は
処理をステップＳ１００７に移し、存在しない場合は、ステップＳ１５０２に処理を移す
。
【０２５９】
　ステップＳ１５０２において、制御部１００１は、ネットワーク離脱通知イベントをク
ライアント２０００に送信する。
【０２６０】
　ステップＳ１５０３において制御部１００１は、設定されたＶＳＭのＲｅｂｏｏｔＦｌ
ａｇを参照し、再起動を要するＶＳＭに変更されたかどうかを判定する。制御部１００１
は、再起動要（ＲｅｂｏｏｔＦｌａｇがＴｒｕｅ）の場合はステップＳ１７０１を実行し
、再起動不要（ＲｅｂｏｏｔＦｌａｇがＦａｌｓｅ）の場合はステップＳ１５０５へ処理
を移す。
【０２６１】
　ステップＳ１７０１において制御部１００１は、監視カメラ１０００の実際の再起動処
理を行う。このようにして、制御部１００１は、撮像部１００３に対し撮像データを所定
の設定値で生成させる命令を受信した場合、監視カメラ１０００がネットワークから離脱
したことを示す離脱通知をクライアント２０００に送信した後に再起動処理を行う制御を
行う。ここで、本実施例において、撮像データ所定の設定値で生成する命令とは、撮像部
１００３に対して撮像データを所定の解像度、所定のフレームレート、又は、所定の符号
化形式とする命令である。
【０２６２】
　ステップＳ１５０５において制御部１００１は、ネットワーク加入通知イベントをクラ
イアント２０００に送信する。クライアント２０００は、ネットワーク加入通知イベント
を受信すると、カメラ１０００に設定された設定値を再取得する。この再取得される設定
値にはＶＥＣが含まれる。
【０２６３】
　こうして監視カメラ１０００は、符号化部１００４が生成する画像データの解像度、フ
レームレート、又は、符号化形式のうち少なくともいずれかの設定の更新に応じて、クラ
イアント２０００に監視カメラ１０００の設定値の再取得を促すことができる。すなわち
受信した命令に応じて撮像データを生成するための設定値（例えば、ＶＳＭ）を設定した
場合、ネットワークを介して、監視カメラ１０００がネットワークに接続したことを示す
通知を行う。この通知は再起動処理を行うか否かに関わらず行われる。
【０２６４】
　図１１（ｂ）は、監視カメラ１０００が前述のＳｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎ
ｆｉｇｕｒａｔｉｏｎコマンドをクライアント２０００から受信した場合の処理を示して
いる。
【０２６５】
　ステップＳ１２０１からステップＳ１２０３の処理は、実施例１において図６（ｃ）を
用いて説明した処理と同様である。
【０２６６】
　ステップＳ１４００において、制御部１００１は、記憶部１００２に記憶されている図
４のテーブルを参照し、受信したＶＥＣに設定されている符号化形式、解像度、及び、最
大フレームレートが、現在のＶＳＭに整合するかどうかを判定する。
【０２６７】
　整合する場合はコマンド処理を終了させる。このように、このようにＶＥＣの変更命令
を受信した場合であって撮像部１００３が生成する画像データに対する設定を更新しない
場合、クライアント２０００に対して更新通知を行わない。
【０２６８】
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　整合しない場合、制御部１００１は処理をステップＳ１４１０に移す。ステップＳ１４
１０において、制御部１００１は、記憶部１００２に記憶されている図４のテーブルを参
照し、入力されたＶＥＣに整合するＶＳＭに設定を切り替える。
【０２６９】
　次にステップＳ１５０２において、制御部１００１は、ＶＳＭの変更をネットワーク上
のクライアント２０００に通知するために、ネットワーク離脱通知イベントをクライアン
ト２０００に送信する。
【０２７０】
　ステップＳ１５０３において制御部１００１は、設定されたＶＳＭのＲｅｂｏｏｔＦｌ
ａｇを参照し、再起動を要するＶＳＭに変更されたかどうかを判定する。制御部１００１
は、再起動要（ＲｅｂｏｏｔＦｌａｇがＴｒｕｅ）の場合はステップＳ１７０１を実行し
、再起動不要（ＲｅｂｏｏｔＦｌａｇがＦａｌｓｅ）の場合はステップＳ１５０５へ処理
を移す。
【０２７１】
　ステップＳ１７０１において制御部１００１は、監視カメラ１０００の実際の再起動処
理を行う。このようにして、制御部１００１は、符号化部１００４に対して画像データを
所定の設定値で生成させる命令を受信した場合、監視カメラ１０００がネットワークから
離脱したことを示す離脱通知をクライアント２０００に送信した後に再起動処理を行う制
御を行う。ここで、本実施例において、撮像データ所定の設定値で生成する命令とは、撮
像部１００３に対して撮像データを所定の解像度、所定のフレームレート、又は、所定の
符号化形式とする命令である。
【０２７２】
　ステップＳ１５０５において制御部１００１は、ＶＥＣの変更をネットワーク上のクラ
イアント２０００に通知するべく、ネットワーク加入通知イベントをクライアント２００
０に送信する。こうして監視カメラ１０００は、符号化部１００４が生成する画像データ
の解像度、フレームレート、又は、符号化形式のうち少なくともいずれかの設定を更新し
たことを、再起動処理が完了した後にネットワークに再接続したことを示す再接続通知に
より通知する。
【０２７３】
　上述のとおり、クライアント２０００は、ネットワーク加入通知イベント（Ｈｅｌｌｏ
）を受信すると監視カメラ１０００に設定された設定値（ＶＥＣ）を取得するために、設
定値の取得要求（ＧｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎｓＯｐｔ
ｉｏｎｓ）を送信する。
【０２７４】
　図７は、本実施例説明される監視カメラ１０００のＶＳＭ、及びＶＥＣの設定を行うク
ライアント２０００の設定画面を示している。
【０２７５】
　実施例３では、監視カメラ１０００は、クライアント２０００によってＶＳＭ、或いは
、ＶＥＣの一方が変更された場合、他方を整合する内容に更新する。
【０２７６】
　このようにして、撮像部１００３における画像データの生成に関する設定と、符号化部
１００４における画像データの生成に関する設定とを整合させることができる。
【０２７７】
　また更新された際、監視カメラ１０００は、新しいＶＳＭへの設定に再起動を要するか
どうかに関わらず、ネットワーク離脱、及びネットワーク再加入通知イベントをクライア
ント２０００に送信する。
【０２７８】
　これによって、監視カメラ１０００とクライアント２０００の間で、監視カメラ１００
０の撮像部１００３に対する設定値、及び、符号化部１００４に対する設定値が整合する
ようにすることができる。
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【０２７９】
　（その他の実施例）
　以上、本発明を実装した監視カメラ、アプリケーションプログラム、及び、クライアン
トの動作を実施例１から３に示したが、実施例は必ずしも上述の限りでなく、部分的に変
更されてもよい。
【０２８０】
　実施例２の図９（ａ）では、監視カメラ１０００がＧｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏｎｓのコマ
ンドを受信すると、監視カメラ１０００が取り得る全てのＶＥＣの設定値の選択肢をクラ
イアント２０００に提供する場合について説明したが、この限りではない。例えば、クラ
イアント２０００が監視カメラ１０００に接続してから最初にＶＥＣの設定値を指定する
前と後とでＧｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏｎｓのコマンドに対する応答を切り換えてもよい。
【０２８１】
　すなわち、クライアント２０００が監視カメラ１０００に接続してから最初にＶＥＣの
設定値を指定する前にＧｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏｎｓのコマンドを受信した場合、監視カメ
ラ１０００は、応答としてＳ１３００の処理を行う。一方、一度ＶＥＣの設定値がクライ
アント２０００から監視カメラ１０００に対して設定された後にＧｅｔＶＥＣＯｐｔｉｏ
ｎｓのコマンドを受信した場合、監視カメラ１０００は応答として、実施例１の図６（ｂ
）の処理を行うこととしてもよい。
【０２８２】
　すなわち監視カメラ１０００は、符号化部１００４が生成する画像データの解像度、フ
レームレート、又は、符号化形式として設定可能な設定値（ＶＥＣ）の候補の送信要求を
受信する。クライアント２０００から撮像部１００３の設定値（ＶＳＭ）を設定する命令
を受信する前に送信要求を受信した場合には符号化部１００４に設定可能な設定値（ＶＥ
Ｃ）の候補を示す情報をクライアント２０００に通知する。また、クライアント２０００
から撮像部１００３の設定値（ＶＳＭ）を設定する命令を受信した後に送信要求を受信し
た場合は符号化部１００４に設定可能な設定値（ＶＥＣ）の候補のうち受信した命令と整
合する設定値を示す情報をクライアント２０００に通知する。
【０２８３】
　このようにすれば、クライアント２０００が監視カメラ１０００に対して最初に設定を
行う場合には、監視カメラ１０００の符号化部１００４に対して設定可能な全ての設定値
のうちから選択してＶＥＣを設定することができる。さらに、設定したＶＥＣに整合する
ＶＳＭが監視カメラ１０００によって自動的に設定される。そして、一度監視カメラ１０
００に対してＶＥＣ及びＶＳＭが設定された後は、設定されているＶＳＭと整合するＶＥ
Ｃのうちから、クライアント２０００が設定値を選択することができる。このように、実
施例１の処理と実施例２の処理を併用することとしてもよい。
【０２８４】
　また、ステップＳ１４１０において、ＳｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕ
ｒａｔｉｏｎコマンドによって符号化部１００４に対して設定される解像度に適合するＶ
ＳＭが設定される場合について説明したがこの限りではない。例えば、設定された解像度
に適合するＶＳＭが複数存在する場合も考えられる。従って、解像度のみならず、符号化
形式、最大フレームレート等、他の複数の符号化部の設定に基づいて、適合するＶＳＭを
選択するようにしてもよい。
【０２８５】
　また、ステップＳ１３０１においては、全ての取り得るＶＥＣの符号化形式を選択肢と
して取得しているがこの限りではない。全てのＶＳＭに共通して整合する符号化形式の選
択肢のみを取得するようにしてもよい。こうすることで、選択肢の提供範囲が減る一方、
ステップＳ１２０１において、その時点で選択されているＶＳＭと整合しない符号化形式
がＳｅｔＶｉｄｅｏＥｎｃｏｄｅｒＣｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎコマンドによって指定さ
れることを防ぐことができる。
【０２８６】
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　図９（ａ）のステップＳ１３００からＳ１３０２の処理においては、全ての取り得るＶ
ＥＣを取得するようになっているがこの限りではない。監視カメラ１０００に設定可能な
ＶＳＭ（例えば、図４の例ではＳ１からＳ３）に共通して整合する設定値の選択肢を取得
するようにしてもよい。こうすることで、選択肢の提供範囲が減る一方、監視カメラ１０
００に設定されているＶＳＭに不整合なＶＥＣ設定がなされることを防ぐことができる。
【０２８７】
　この場合、最大フレームレート、最大ビットレートについては、監視カメラ１０００に
設定可能なＶＳＭ（例えば、図４の例ではＳ１からＳ３）に共通して整合する設定値のう
ち、最大のフレームレート、最大のビットレートを設定値として提供することができる。
【０２８８】
　また、監視カメラ１０００の再起動処理は、例えば、変更されたＶＳＣ及びＶＥＣの処
理に関連する実行プロセスの再起動、或いは監視カメラ１０００のオペレーティングシス
テムの再起動などであってもよい。
【０２８９】
　ＶＳＭ変更通知イベント７４０２、ＶＥＣ変更通知イベント７４０３の両通知について
、ネットワーク離脱イベント・加入通知イベント７４０１に続いて送られる場合について
図５（ｃ）や図５（ｅ）を用いて説明したが、この限りではない。ＶＳＭ変更通知イベン
ト７４０２、ＶＥＣ変更通知イベント７４０３の両通知の後に、ネットワーク離脱イベン
ト・加入通知イベント７４０１がなされてもよい。
【０２９０】
　また、本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実
施形態の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体
を介してシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（または
ＣＰＵやＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
【符号の説明】
【０２９１】
　１０００　監視カメラ
　２０００　クライアント
　１００３　撮像部
　１００１　制御部
　１００４　符号化部
　１００５　通信部
【要約】
【課題】　撮像装置とクライアントとの間で設定値が整合しなくなることを課題とする。
【解決手段】　通信手段は、フレームレート、解像度、及び符号化方式の内の少なくとも
いずれかを規定するＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅを変更するための命令を、ネッ
トワークを介して外部装置から受信する。制御手段は、命令に応じて、第１のＶｉｄｅｏ
　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅから、第１のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅとは異なる
第２のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅへ変更する場合に、再起動処理を実行し、命
令に応じて、第１のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅから、前記第１及び第２のＶｉ
ｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅとは異なる第３のＶｉｄｅｏ　Ｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｅ
へ変更する場合に、再起動処理を実行しない。
【選択図】　図６
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【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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